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明
治
日
本
に
お
け
る
石
井
十
次
と
救
世
軍
に
関
す
る
一
考
察

小　

野　

修　

三

一
、
は
じ
め
に

ロ
ン
ド
ン
の
救
世
軍
資
料
館
（
（
（

所
蔵
資
料
の
な
か
に
、
一
九
七
九
年
七
月
一
二
日
付
の
メ
モ
が
挟
ま
っ
た
『
日
本
に
お
け
る
救
世
軍
』
と
の
日
本
語
の
小
冊

子
が
あ
る
。
そ
の
「
南
太
平
洋
お
よ
び
極
東
地
区
」
次
官
Ｌ
・
Ｅ
・
グ
リ
ン
ス
テ
ッ
ド
少
佐
か
ら
ロ
ン
ド
ン
の
救
世
軍
本
営
ハ
ル
大
佐
補
に
宛
て
た
英
文
の
メ

モ
に
は
「
日
本
国
軍
に
て
公
刊
の
小
冊
子
（
（
（

」
を
同
封
す
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
日
本
語
の
小
冊
子
の
な
か
の
「
日
本
に
お
け
る
救
世
軍
の
歩
み
」
の
個

所
は
一
八
九
五
年
（
明
治
二
八
年
（
九
月
に
横
浜
の
地
に
初
上
陸
し
た
ラ
イ
ト
大
佐
一
行
の
こ
と
に
言
及
す
る
に
先
立
ち
、
次
の
一
節
が
記
さ
れ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、「

明
治
天
皇
は
才
能
力
量
あ
る
人
物
を
選
抜
し
て
海
外
に
派
遣
し
た
が
、
そ
の
中
に
救
世
軍
の
創
設
者
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ブ
ー
ス
大
将
著
『
最
暗
黒
の
英

国
と
そ
の
出
路
』
を
手
に
入
れ
た
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
を
読
ん
で
大
い
に
感
動
、
啓
発
さ
れ
、
そ
の
友
人
で
あ
る
社
会
事
業
の
先
達
、
岡
山
孤
児
院
創
設

者
石
井
十
次
氏
に
、
こ
れ
は
先
頃
欧
米
諸
国
で
評
判
に
な
っ
て
い
る
書
物
で
あ
る
と
一
冊
送
り
届
け
た
。
折
り
か
ら
病
床
に
あ
っ
た
石
井
氏
は
自
ら
こ
れ

を
読
む
こ
と
が
出
来
ず
、
そ
の
当
時
、
同
志
社
に
学
ん
で
か
ら
郷
里
岡
山
に
帰
り
伝
道
を
は
じ
め
て
い
た
青
年
山
室
軍
平
に
、
こ
の
書
物
を
読
ん
で
く
れ

る
よ
う
に
頼
ん
だ
。
山
室
は
読
ん
で
い
る
最
中
、
神
が
い
か
に
献
身
し
た
人
物
を
用
い
る
か
、
そ
の
幻
に
魅
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
」。

ブ
ー
ス
大
将
著
『
最
暗
黒
の
英
国
と
そ
の
出
路
』
は
一
八
九
〇
年
（
明
治
二
三
年
（
秋
（
（
（

の
出
版
物
で
あ
る
が
、
出
版
一
年
半
の
明
治
二
五
年
四
月
末
に
石
井

― （（74）―



十
次
は
『
石
井
十
次
日
誌
』
に
よ
れ
ば
、
京
都
・
同
志
社
病
院
に
入
院
（
4
（

し
て
お
り
、
そ
の
入
院
中
の
五
月
四
日
に
「
ブ
ー
ス
氏
最
暗
の
英
国
を
同
志
社
山
本
君

よ
り
読
ん
で
も
ら
え
り
（
（
（

」
と
記
し
て
い
る
。
五
月
二
三
日
に
も
「
自
山
本
君
ブ
ー
ス
氏
最
暗
の
英
国
罪
人
篇
を
聴
く
（
（
（

」
と
あ
る
。
山
本
君
と
は
山
本
徳
尚

（『
人
道
』
三
〇
一
号
、
昭
和
五
年
一
一
月
発
行
「
山
本
徳
尚
氏
追
悼
号
」、
と
く
に
山
室
軍
平
「
山
本
君
を
偲
ぶ
」
参
照
（
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
山
本
徳
尚

に
よ
る
訳
述
の
席
に
山
室
軍
平
は
居
合
わ
せ
た
。
山
室
は
大
正
二
年
石
井
に
対
す
る
追
悼
の
辞
の
な
か
で
こ
の
出
来
事
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。
す
な
わ

ち
、

「
明
治
二
五
年
の
初
夏
の
頃
で
あ
っ
た
。
君
は
病
を
得
て
京
都
の
同
志
社
病
院
に
入
ら
れ
た
。
そ
の
節
は
毎
日
同
志
社
の
一
上
級
生
に
依
頼
し
、
枕
頭

に
て
故
ブ
ー
ス
大
将
の
名
著
『
最
暗
黒
の
英
国
』
の
意
訳
を
し
て
貰
い
、
之
を
聴
聞
せ
ら
れ
た
の
で
、
私
は
又
毎
日
鉛
筆
と
ノ
ー
ト
、
ブ
ッ
ク
を
持
っ
て

行
っ
て
、
傍
か
ら
之
を
筆
記
し
た
の
で
あ
っ
た
。
か
く
て
君
は
右
の
書
中
か
ら
、
孤
児
院
の
経
営
上
に
多
く
学
ぶ
所
が
あ
ら
る
る
と
共
に
、
私
は
又
後
終

に
身
を
救
世
軍
に
投
ず
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
云
（々
7
（

」。

『
石
井
十
次
日
誌
』
の
明
治
二
五
年
五
月
二
三
日
か
ら
は
同
二
八
日
ま
で
、
毎
日
「
ブ
ー
ス
氏
最
暗
の
英
国
」
の
こ
と
が
記
さ
れ
、
五
月
三
〇
日
に
退
院
し

て
岡
山
に
帰
郷
し
て
か
ら
も
、
六
月
一
二
日
に
「
小
野
田
（
鉄
彌
（
君
よ
り
ブ
ー
ス
氏
救
助
策
を
き
く
」
と
の
記
事
（
（
（

が
あ
る
の
で
、
石
井
は
救
世
軍
に
関
し
て

は
こ
の
明
治
二
五
年
五
月
、
六
月
と
い
う
時
期
に
初
め
て
知
っ
た
か
の
印
象
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
小
河
は
救
世
軍
に
関
す
る
知
識
を
別
の
経
路
か
ら
得
て

い
た
。

と
言
う
の
は
『
最
暗
黒
の
英
国
と
そ
の
出
路
』
出
版
か
ら
半
年
も
経
た
な
い
明
治
二
四
年
二
月
二
〇
日
の
『
石
井
十
次
日
誌
』
に
は
同
年
二
月
発
行
の
『
聖

書
之
友
月
報
』（
第
三
八
号
（「
救
拯
軍
の
女
将
軍 

ブ
ー
ス
夫
人
伝
（
（
（

」（
無
署
名
（
を
、
ま
た
同
じ
く
同
年
二
月
発
行
『
六
合
雑
誌
』（
第
一
二
二
号
（
掲
載
の

雑
報
「
将
軍
ブ
ー
ス
氏
廃
人
利
用
策
（
（（
（

」（
無
署
名
（
を
、
そ
れ
ぞ
れ
読
ん
だ
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
明
治
二
四
年
二
月
以
降
の
『
石

井
十
次
日
誌
』
に
は
「
救
世
軍
」、「
東
洋
救
世
軍
」
と
い
っ
た
語
句
が
何
回
も
見
ら
れ
、
一
〇
月
七
日
の
個
所
で
は
「
孤
児
院
は
即
ち
東
洋
救
世
軍
の
士
官
学

校
な
る
ぞ
か
し
（
（（
（

」
と
記
さ
れ
、
一
〇
月
一
八
日
に
至
る
と
「
東
洋
救
世
軍
高
梁
進
撃
を
決
す
（
（（
（

」
と
あ
る
。
続
く
同
一
九
日
か
ら
二
三
日
ま
で
は
、
そ
の
高
梁
で

の
事
柄
が
記
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
「
進
撃
」
の
様
子
は
『
日
誌
』
よ
り
も
明
治
二
四
年
一
一
月
一
二
日
発
行
『
福
音
新
報
』
第
三
五
号
に
掲
載
さ
れ

た
高
梁
教
会
十
年
期
祝
会
の
模
様
を
伝
え
る
記
事
の
方
が
は
る
か
に
詳
細
で
あ
る
。『
福
音
新
報
』
か
ら
引
用
し
よ
う
。
す
な
わ
ち
、

― （（7（）―



「（
一
〇
月
二
〇
日
（
午
後
二
時
よ
り
牧
師
古
木
（
虎
三
郎
（
氏
の
司
会
を
以
て
十
年
期
祝
会
を
開
く
（
中
略
（
さ
て
当
日
の
紀
念
会
を
祝
す
る
為
め
石

井
十
次
兄
は
孤
児
院
抜
群
の
孤
児
二
十
四
五
人
と
岡
山
英
語
学
校
中
精
神
に
富
め
る
生
徒
十
四
五
名
と
よ
り
東
洋
救
世
軍
な
る
も
の
を
組
織
し
少
し
も
軍

隊
の
仕
組
み
に
異
な
る
な
く
挙
止
静
動
各
規
律
あ
り
歩
停
集
散
悉
く
喇
叭
を
も
つ
て
す
之
れ
を
引
率
し
て
十
有
余
里
の
道
程
を
遠
し
と
せ
ず
し
て
そ
の
前

夜
に
来
ら
る
（
中
略
（
当
日
午
後
の
集
会
の
終
る
や
直
ち
に
会
堂
の
庭
内
に
於
て
勢
揃
ひ
を
な
し
数
分
間
軍
歌
を
謡
ふ
て
操
練
し
夫
よ
り
士
官
と
覚
ほ
し

き
も
の
一
枚
摺
の
説
教
を
弾
丸
と
し
渡
せ
ば
各
々
順
序
を
踏
み
て
受
け
取
る
悉
く
行
き
渡
る
や
否
や
将
校
の
号
令
を
掛
く
れ
ば
東
洋
救
世
軍
と
書
せ
る
旗

を
翻
へ
し
喇
叭
を
吹
ひ
て
市
中
へ
出
陣
す
此
の
時
見
物
人
は
山
を
築
け
る
が
如
し
而
し
て
市
中
の
中
央
へ
達
す
れ
ば
士
官
の
令
に
従
ひ
兵
士
は
一
枚
摺
の

説
教
を
ば
誠
に
手
早
く
毎
戸
に
一
枚
宛
を
配
ばママ
り
歩
る
く
を
以
て
戦
争
と
な
す
殆
ん
ど
そ
の
弾
丸
の
尽
き
し
と
思
ふ
頃
喇
叭
卒
は
喇
叭
を
吹
く
之
れ
を
耳

に
す
る
孤
児
な
る
兵
士
は
一
生
懸
命
に
馳
せ
て
旗
下
に
集
合
す
皆
な
聚
ま
れ
ば
少
し
く
列
を
進
め
往
来
の
妨
げ
と
な
ら
ざ
る
場
所
に
停
ま
り
大
将
石
井
兄

を
始
め
其
他
士
官
或
ひ
は
兵
卒
な
る
英
語
学
校
生
徒
及
び
孤
児
交
る
く
路
傍
説
教
を
な
す
聴
く
者
感
ぜ
ざ
る
は
な
き
有
り
様
な
り
殊
に
注
意
を
惹
く
は
石

井
兄
が
そ
の
軍
隊
中
に
持
て
る
黒
、
赤
、
白
の
三
旗
を
前
に
立
て
雲
為
す
聴
衆
に
向
ひ
云
は
れ
け
る
は
『
こ
の
黒
旗
は
こ
れ
人
の
罪
を
示
せ
る
者
云
々
こ

の
赤
旗
は
諸
君
の
罪
を
購
ひ
給
ひ
し
基
督
の
血
を
表
は
す
も
の
云
々
こ
の
白
旗
は
罪
赦
さ
れ
て
潔
白
に
な
れ
る
様
を
指
す
も
の
云
々
』
と
こ
れ
な
り
終
は

れ
ば
駆
け
足
に
て
進
み
適
当
の
場
所
に
停
ま
り
前
の
如
く
毎
戸
に
一
枚
摺
の
も
の
を
配
ばママ
り
て
戦
争
の
状
を
為
す
斯
く
て
二
千
内
外
の
戸
数
を
洩
ら
し
な

く
配
ばママ
り
畢
れ
ば
退
軍
の
喇
叭
を
吹
き
軍
隊
は
凱
旋
を
唱
へ
て
本
陣
な
る
止
宿
所
へ
帰
還
す
夜
は
路
傍
演
説
の
み
に
出
陣
し
処
々
に
於
て
為
す
こ
の
際
会

堂
内
は
聴
衆
群
衆
し
て
立
錐
の
地
な
く
之
れ
が
為
め
高
梁
町
内
一
般
は
昼
夜
宗
教
の
大
戦
争
即
ち
リ
バ
イ
バ
ル
の
況
情
な
り
き
（
（（
（

」。

ま
た
明
治
二
四
年
度
『
石
井
十
次
日
誌
』
の
巻
頭
に
収
録
さ
れ
て
い
る
写
真
版
に
て
、
明
治
二
四
年
一
二
月
一
日
付
の
岡
山
日
報
に
「
岡
山
孤
児
院
内
東
洋

救
世
軍
」
か
ら
の
「
岐
阜
愛
知
等
震
害
地
孤
児
義
捐
金
」
報
告
書
が
広
告
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
先
の
山
室
軍
平
の
追
悼
の
辞
に
も

「
君
は
又
か
つ
て
『
東
洋
救
世
軍
』
の
名
の
下
に
孤
児
院
の
経
費
募
集
に
尽
力
せ
ら
れ
た
こ
と
が
（
（（
（

」
あ
り
、
そ
し
て
「
日
本
の
救
世
軍
が
東
京
横
浜
の
次
に
、

早
く
も
備
前
の
岡
山
に
支
部
を
置
く
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
殊
に
君
が
そ
の
地
に
居
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。
か
く
し
て
日
本
救
世
軍
の
最
も
旧
く
且
つ
最
も
頼

母
し
き
軍
友
で
あ
っ
た
（
（（
（

」
と
、
東
洋
救
世
軍
当
時
か
ら
の
石
井
を
そ
れ
と
し
て
明
確
に
認
知
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
石
井
十
次
は
明
治
二
五
年
初
夏
に
『
最
暗
黒
の
英
国
と
そ
の
出
路
』
を
訳
し
て
も
ら
っ
て
そ
の
内
容
を
聞
く
以
前
に
、
そ
れ
以
外
の
経
路
で
ブ

― （（7（）―
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ー
ス
夫
妻
に
つ
い
て
、
ま
た
救
世
軍
に
つ
い
て
相
当
程
度
既
に
知
っ
て
お
り
、
か
つ
実
際
に
右
の
引
用
の
よ
う
に
「
東
洋
救
世
軍
」
の
旗
の
も
と
対
外
的
な
組

織
的
活
動
を
行
な
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
た
し
か
に
『
最
暗
黒
の
英
国
と
そ
の
出
路
』
の
内
容
理
解
は
明
治
二
五
年
初
夏
に
進
み
、
小
冊
子
『
日
本
に
お
け

る
救
世
軍
』
の
記
述
そ
れ
自
体
は
間
違
っ
て
い
な
い
の
だ
が
、
本
稿
で
は
ま
ず
前
年
の
明
治
二
四
年
二
月
に
お
け
る
救
世
軍
に
関
す
る
〈
そ
れ
以
外
の
経
路
〉

の
調
査
を
行
な
い
、
次
に
ブ
ー
ス
大
将
著
『
最
暗
黒
の
英
国
と
そ
の
出
路
』
が
ど
ん
な
内
容
の
書
物
で
あ
っ
た
か
を
、
特
に
『
六
合
雑
誌
』
掲
載
の
雑
報
「
将

軍
ブ
ー
ス
氏
廃
人
利
用
策
」
に
お
け
る
説
明
と
関
係
づ
け
な
が
ら
紹
介
し
、
出
版
後
の
明
治
二
四
年
、
二
五
年
当
時
の
石
井
と
救
世
軍
の
関
係
に
つ
い
て
若
干

の
考
察
を
試
み
た
い
と
思
う
。
な
お
明
治
日
本
に
お
け
る
救
世
軍
と
の
関
係
で
は
、
石
井
に
よ
る
「
東
洋
救
世
軍
」
と
並
ん
で
、
島
貫
兵
太
夫
に
よ
る
「
東
北

救
世
軍
」
も
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
今
回
こ
の
点
は
論
じ
な
い
こ
と
に
す
る
（
（（
（

。

二
、『
聖
書
之
友
月
報
』
と
『
六
合
雑
誌
』

ま
ず
第
一
に
明
ら
か
に
す
べ
き
は
石
井
十
次
が
明
治
二
四
年
二
月
に
読
ん
だ
『
聖
書
之
友
月
報
』
の
無
署
名
記
事
「
救
拯
軍
の
女
将
軍 

ブ
ー
ス
夫
人
伝
」、

そ
し
て
『
六
合
雑
誌
』
の
無
署
名
記
事
「
将
軍
ブ
ー
ス
氏
廃
人
利
用
策
」
を
執
筆
し
た
の
は
そ
れ
ぞ
れ
誰
で
あ
り
、
そ
の
情
報
源
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
こ
に
あ
っ
た

か
で
あ
る
。

聖
書
之
友
と
は
『
日
本
キ
リ
ス
ト
教
歴
史
大
事
典
』（
教
文
館
（
に
よ
れ
ば
、
ロ
ン
ド
ン
に
本
部
が
あ
り
、
日
本
で
は
明
治
一
七
年
一
月
一
日
に
正
式
に
発

足
し
た
団
体
（
（（
（

で
、
教
派
に
と
ら
わ
れ
ず
に
聖
書
を
読
む
こ
と
を
広
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
。
日
本
で
は
赤
坂
病
院
長
ド
ク
ト
ル
・
ホ
イ
ト
ニ
ー
と
そ
の
妹

が
中
心
と
な
っ
て
活
動
が
始
ま
っ
た
。『
ド
ク
ト
ル
・
ホ
イ
ト
ニ
ー
の
思
ひ
出
』（
昭
和
五
年
（
に
は
こ
う
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
聖
書
の
友
は
世
界
各
地
に
支
部
が
あ
る
が
、
そ
の
会
員
は
主
と
し
て
少
年
少
女
及
び
青
年
者
で
あ
つ
て
、
日
本
の
は
全
く
こ
れ
と
選
を
異
に
し
て
ゐ

る
。
ア
デ
レ
イ
デ
・
エ
ス
・
ホ
イ
ト
ニ
ー―

当
時
十
六
歳
の
少
女
で
あ
つ
た―
が
日
本
で
聖
書
の
友
を
創
め
よ
う
と
思
ひ
立
つ
た
が
、
東
京
に
在
る

若
い
自
分
の
仲
間
内
の
こ
と
ば
か
り
考
へ
て
、
一
体
幾
人
位
入
会
つ
て
く
れ
る
こ
と
や
ら
と
思
つ
て
ゐ
る
所
へ
、
日
本
人
初
期
の
基
督
者
の
一
人
で
あ
る

― 4（7（）―



津
田
仙
翁
が
偶
然
氷
川
町
五
番
地
へ
訪
ね
て
来
て
、『
何
を
し
て
い
ら
つ
し
や
る
』。『
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
』。『
何
故
俺わし
ら等
に
相
談
し
て
下
さ
ら
な
い
の

か
。
俺わし
ら等
は
み
ん
な
若
い
。
一
番
年
と
つ
て
ゐ
る
の
で
も
基
督
教
信
仰
に
入
つ
て
か
ら
十
二
歳
乃
至
十
五
歳
以
上
に
は
な
つ
て
ゐ
な
い
の
だ
。
そ
れ
こ
そ

正
に
俺わし
ら等
の
要
求
す
る
と
こ
ろ
だ
』。
こ
の
言
葉
に
少
な
か
ら
ず
励
ま
さ
れ
て
、
彼
女
は
一
層
手
を
拡
げ
る
気
に
な
り
、
い
つ
も
重
荷
の
大
部
分
を
背
負

つ
て
立
つ
て
く
れ
た
兄
ド
ク
ト
ル
・
ホ
イ
ト
ニ
ー
に
手
伝
は
れ
、
兄
妹
力
を
協
せ
て
、
折
柄
催
さ
れ
よ
う
と
し
て
ゐ
た
ル
ー
テ
ル
誕
生
四
百
年
記
念
の
大

集
会
を
、
聖
書
の
友
宣
伝
及
び
加
入
勧
誘
の
絶
好
の
機
会
と
し
て
、
利
用
す
る
計
画
を
立
て
た
（
（（
（

」。

こ
れ
は
明
治
一
六
年
、
一
七
年
当
時
の
こ
と
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
『
ド
ク
ト
ル
・
ホ
イ
ト
ニ
ー
の
思
ひ
出
』
に
頼
っ
て
ド
ク
ト
ル
・
ホ
イ
ト
ニ
ー
そ
の
人
に

つ
い
て
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
同
書
に
は
こ
う
あ
る
。
す
な
わ
ち

「
ド
ク
ト
ル
・
ホ
イ
ト
ニ
ー
は
、
日
本
に
あ
る
こ
と
久
し
く
、
練
達
せ
る
日
本
語
学
者
と
し
て
且
立
派
な
医
師
で
あ
る
。
米
国
公
使
館
員
で
は
あ
る
が
、

余
暇
を
以
て
特
に
貧
民
階
級
の
た
め
の
病
院
を
創
設
し
、
多
年
秩
序
正
し
く
経
営
し
て
ゐ
る
。
東
京
に
は
沢
山
の
病
院
が
あ
る
が
、
孰
れ
も
皆
薬
価
及
び

診
察
料
を
徴
集
し
て
居
り
、
ひ
と
り
貧
し
き
患
者
を
容
る
ゝ
も
の
は
東
京
市
内
た
ゞ
赤
坂
区
の
こ
の
病
院
あ
る
の
み
で
あ
る
。
／
一
病
院
の
管
理
と
な
る

と
誰
に
し
て
も
余
暇
を
以
て
す
る
仕
事
と
し
た
ら
手
一
杯
か
ゝ
る
と
思
は
れ
る
の
に
、
こ
れ
は
ド
ク
ト
ル
・
ホ
イ
ト
ニ
ー
に
依
つ
て
遂
行
さ
る
ゝ
愛
の
事

業
の
唯
一
少
部
分
で
あ
つ
て
、
彼
は
聖
書
の
研
究
及
び
普
及
は
基
督
教
事
業
の
最
も
重
要
な
る
も
の
と
思
惟
し
、
茲
に
於
て
日
本
の
た
め
に
聖
書
の
友
を

募
る
計
画
を
立
て
、
大
成
功
裡
に
約
一
万
二
千
人
の
会
友
を
得
た
（
（（
（

」。

ホ
イ
ト
ニ
ー
兄
妹
の
活
動
に
よ
っ
て
ロ
ン
ド
ン
に
本
部
の
あ
る
「
聖
書
の
友
」
と
日
本
の
間
に
情
報
の
伝
達
ル
ー
ト
が
作
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
に
乗
っ
て
救

世
軍
に
関
す
る
情
報
も
遅
滞
な
く
、
日
本
の
「
約
一
万
二
千
人
の
会
友
」
に
届
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
石
井
十
次
も
そ
の
「
一
万
二
千
人
の
会

友
」
の
一
人
と
し
て
明
治
二
四
年
二
月
号
「
聖
書
之
友
月
報
」
掲
載
の
「
救
拯
軍
の
女
将
軍 

ブ
ー
ス
夫
人
伝
」
を
読
ん
で
い
た
と
言
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
ホ
イ
ト
ニ
ー
兄
妹
に
よ
っ
て
ロ
ン
ド
ン
か
ら
調
達
さ
れ
た
情
報
は
英
語
で
表
記
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
、
実
際
に
は
そ
れ
を
読
み
、
日
本
語
に
翻

訳
す
る
こ
と
の
出
来
る
人
た
ち
が
ホ
イ
ト
ニ
ー
兄
妹
の
周
囲
に
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
で
も
『
ド
ク
ト
ル
・
ホ
イ
ト
ニ
ー
の
思
ひ
出
』
に
頼
ろ
う
。
同
書

に
収
録
さ
れ
て
い
る
ド
ク
ト
ル
・
ホ
イ
ト
ニ
ー
へ
の
追
悼
の
辞
の
な
か
で
竹
越
與
三
郎
は
こ
う
述
べ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

「
小
生
は
明
治
二
十
二
年
ホ
イ
ト
ニ
ー
君
と
日
々
接
近
し
た
る
事
有
之
候
、
其
時
同
君
は
赤
坂
氷
川
町
に
住
居
せ
ら
れ
米
国
公
使
館
の
通
訳
と
眼
科
病

― （（70）―
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院
長
と
を
兼
ね
ら
れ
、
其
傍
ら
聖
書
之
友
と
称
す
る
団
体
を
作
り
、
基
督
教
の
各
派
を
通
じ
て
同
日
に
同
一
の
聖
書
の
或
る
部
分
を
読
誦
勘
考
す
る
こ
と

を
企
て
ら
れ
、
而
し
て
此
会
員
に
は
時
々
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す
る
を
常
と
し
、
小
生
は
其
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
英
文
よ
り
日
本
文
に
翻
訳
す
る
こ
と
を

依
頼
せ
ら
れ
、
其
他
雑
務
を
手
伝
ふ
為
め
日
々
同
君
の
家
に
出
勤
致
候
云
（々
（（
（

」。

竹
越
は
明
治
二
四
年
に
は
既
に
民
友
社
に
入
社
し
て
お
り
、
国
民
新
聞
の
編
集
に
従
事
し
て
い
て
い
た
（
（（
（

の
で
、
そ
の
当
時
『
聖
書
之
友
月
報
』
の
仕
事
を
手

伝
っ
て
い
た
と
は
思
わ
れ
な
い
が
、
竹
越
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
キ
リ
ス
ト
者
で
相
当
の
知
識
人
が
翻
訳
係
を
引
き
受
け
、「
救
拯
軍
の
女
将
軍 

ブ
ー
ス
夫
人

伝
」
も
執
筆
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
記
事
の
内
容
は
『
最
暗
黒
の
英
国
と
そ
の
出
路
』
の
紹
介
で
は
な
く
、「
教
会
に
往
か
ず
説
教
を
聴
か
ず
救
ふ
に

道
な
き
の
徒
に
主
の
福
音
を
宣
べ
ん
と
す
る
義
勇
慈
善
の
事
業
は
今
や
満
天
下
に
広
が
り
三
十
二
個
国
に
行
渡
る
之
を
総
称
し
て
救
拯
軍
と
名
く
（
（（
（

」
と
書
き
出

し
、「
此
大
事
業
の
創
設
者
発
起
者
は
誰
ぞ
英
国
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
の
一
宣
教
師
ブ
ー
ス
と
其
夫
人
な
り
而
し
て
夫
人
は
客
秋
世
を
去
り
良
人
は
尚
熱
心
事
に

当
る
（
（（
（

」
と
記
し
て
い
た
。

次
に
『
六
合
雑
誌
』（
第
一
二
二
号
（
掲
載
の
雑
報
「
将
軍
ブ
ー
ス
氏
廃
人
利
用
策
」
に
つ
い
て
言
え
ば
、
当
時
の
同
誌
編
集
長
は
横
井
時
雄
で
、
当
該
記

事
は
無
署
名
で
あ
っ
た
が
、
ブ
ー
ス
大
将
著
『
最
暗
黒
の
英
国
と
そ
の
出
路
』（
原
著
本
文
二
五
八
ペ
ー
ジ
（
の
内
容
に
係
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

佐
波
亘
著
『
植
村
正
久
と
其
の
時
代
』
第
三
巻
（
昭
和
一
三
年
（
は
そ
の
第
一
四
節
「
福
音
新
報
」
の
個
所
に
「
基
督
教
徒
の
新
聞
雑
誌
及
び
其
の
記
者
」

と
い
う
植
村
の
文
章
を
収
録
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
「
余
輩
の
記
憶
す
る
所
に
拠
れ
ば
、
基
督
教
の
新
聞
と
し
て
最
も
早
く
現
は
れ
し
も
の
を
神
戸
の
『
七

一
雑
報
』
と
す
。（
中
略
（
関
東
の
方
に
あ
り
て
基
督
教
の
定
時
刊
行
文
学
に
従
事
せ
し
手
始
は
、
今
囚
徒
の
教
育
事
業
に
熱
心
せ
ら
る
ゝ
原
胤
昭
氏
と
す
。

氏
は
曾
て
自
己
の
資
材
を
捐
て
ゝ
女
学
校
を
設
け
、
十
字
屋
と
云
へ
る
基
督
教
の
書
籍
店
を
開
き
、
盛
ん
に
宗
教
書
の
出
版
な
ど
を
な
し
て
、
伝
道
の
助
け
と

な
り
し
も
の
少
か
ら
ず
。
其
の
計
画
に
よ
り
て
発
行
せ
し
雑
誌
を
『
東
京
新
報
』
と
云
ふ
。（
中
略
（
次
に
現
は
れ
た
る
を
『
六
合
雑
誌
』
と
す
。
其
の
始
め

は
基
督
教
を
正
当
に
宣
伝
す
る
の
牙
営
と
し
て
天
下
の
耳
目
を
集
む
る
に
足
り
し
も
、
後
幾
変
遷
し
て
終
り
に
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
の
機
関
と
な
り
た
る
『
六
合
雑

誌
』
は
如
何
に
し
て
成
立
す
る
に
至
り
し
か
云
（々
（（
（

」
と
。

植
村
正
久
の
文
章
を
さ
ら
に
引
用
し
よ
う
。
す
な
わ
ち
、

「
明
治
十
三
年
の
春
の
事
か
と
覚
ゆ
。
京
橋
鍛
冶
屋
町
な
る
小
崎
弘
道
氏
寓
居
（
講
義
所
（
の
一
室
に
数
名
の
基
督
教
の
青
年
信
徒
会
合
を
催
ふ
せ
り
。
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青
年
と
は
言
へ
、
湯
浅
治
郎
氏
、
吉
田
信
好
氏
の
如
き
、
立
派
に
一
家
を
成
せ
る
紳
士
等
を
其
の
席
に
見
受
け
た
り
。
彼
等
は
種
々
評
議
せ
し
結
果
東
京

青
年
会
な
る
も
の
を
組
織
せ
り
。（
中
略
（
東
京
青
年
会
は
更
に
進
ん
で
『
六
合
雑
誌
』
と
云
へ
る
雑
誌
を
発
行
す
る
こ
と
を
決
議
せ
り
。
発
行
編
輯
所

は
十
字
屋
の
楼
上
と
定
め
、
小
崎
（
弘
道
（、
田
村
（
直
臣
（、
植
村
（
正
久
（
の
三
氏
其
の
編
輯
と
事
務
と
を
担
任
し
、
明
治
十
三
年
十
一
月
十
一
日
を

以
て
其
の
第
一
号
を
発
行
せ
り
。（
中
略
（
松
村
仲
石
氏
が
尚
ほ
築
地
の
ジ
ョ
ン
・
バ
ラ
氏
の
学
校
に
在
り
し
頃
『
秋
夜
虫
声
を
聞
く
感
あ
り
』
の
文
章

を
掲
げ
て
、
文
学
的
初
陣
の
功
名
赫
々
た
り
し
も
、『
六
合
雑
誌
』
初
期
時
代
の
紙
面
に
て
あ
り
き
。
是
等
に
比
す
れ
ば
や
ゝ
後
れ
て
『
六
合
雑
誌
』
の

紙
面
に
現
は
れ
し
名
家
の
中
に
竹
越
與
三
郎
氏
あ
り
（
（（
（

」。

こ
の
よ
う
に
六
合
雑
誌
の
誕
生
を
説
明
し
、
筆
は
さ
ら
に
小
崎
弘
道
が
提
唱
し
た
「
基
督
教
の
文
学
出
版
会
社
（
（（
（

」
た
る
警
醒
社
の
設
立
、
そ
し
て
そ
の
警
醒

社
の
事
業
と
し
て
の
基
督
教
新
聞
（
東
京
毎
週
新
報
改
題
（
の
こ
と
に
及
び
、
植
村
正
久
は
そ
の
基
督
教
新
聞
の
記
者
と
し
て
の
横
井
時
雄
を
次
の
よ
う
に
説

明
す
る
。
す
な
わ
ち
、

「
基
督
教
新
聞
の
記
者
と
し
て
其
の
重
も
き
を
な
せ
し
一
人
と
し
て
記
憶
す
べ
き
は
横
井
時
雄
氏
な
り
。
氏
は
品
格
よ
き
一
個
の
紳
士
に
し
て
、
才
気

縦
横
、
小
崎
氏
に
比
し
て
文
学
的
の
技
倆
や
ゝ
優
る
も
の
あ
り
。
就
中
九
州
人
の
特
質
と
し
て
、
時
事
に
注
目
し
之
を
政
治
的
に
観
察
す
る
の
傾
向
に
富

み
た
り
。
其
の
心
は
軽
快
に
動
く
に
妙
な
り
。（
中
略
（
同
志
社
に
入
り
て
新
島
氏
の
補
助
者
と
な
り
し
が
如
き
、
金
森
氏
の
著
書
『
今
の
基
督
教
及
び

将
来
の
基
督
教
』
の
出
づ
る
や
、
之
を
駁
撃
し
て
『
国
民
の
友
』
に
手
痛
き
批
評
を
試
み
た
る
如
き
、
や
が
て
自
ら
も
金
森
氏
と
同
一
の
意
見
を
抱
く
に

至
れ
る
を
曝
露
し
謹
厚
な
る
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
よ
り
も
甚
だ
し
く
基
督
の
教
旨
に
遠
ざ
か
り
し
態
度
に
ま
で
進
み
た
る
が
如
き
、
氏
の
経
歴
は
マ
イ
ン
ド
の

軽
快
な
る
の
み
な
ら
ず
、
其
の
信
仰
的
生
活
の
動
作
も
ま
た
頗
る
軽
快
な
る
も
の
な
き
か
を
疑
は
し
む
る
に
非
ず
や
（
（（
（

」。

「
将
軍
ブ
ー
ス
氏
廃
人
利
用
策
」
が
明
治
二
四
年
二
月
発
行
『
六
合
雑
誌
』（
第
一
二
二
号
（
掲
載
さ
れ
た
際
に
、
同
号
に
は
「
日
本
人
民
の
徳
育
問
題　

横

井
時
雄
」、「
三
位
一
体
の
説　

小
崎
弘
道
」、「
カ
イ
ム
氏
の
約
翰
傳
論　

金
森
通
倫
」
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
植
村
の
言
う
、
金
森
の
『
今
の
基
督
教
及

び
将
来
の
基
督
教
』
と
は
、
正
し
く
は
『
日
本
現
今
之
基
督
教
並
ニ
将
来
之
基
督
教
』（
明
治
二
四
年
六
月
（
で
あ
っ
た
が
、
そ
し
て
同
書
を
批
判
し
て
『
国

民
之
友
』
に
寄
稿
し
た
と
い
う
横
井
の
文
章
が
何
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
キ
リ
ス
ト
教
理
解
と
い
う
点
で
は
ま
さ
に
小
崎
が
『
六
合
雑
誌
』（
第
一

二
二
号
（
で
論
題
と
し
て
い
た
神
と
子
と
聖
霊
の
三
位
一
体
の
考
え
方
の
受
容
に
お
い
て
、
小
崎
と
横
井
・
金
森
と
の
間
に
距
離
が
生
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
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小
崎
は
こ
の
「
三
位
一
体
の
説
」
の
な
か
で
「
神
の
示
現
に
し
て
三
位
一
体
な
り
と
す
れ
ば
其
実
体
の
本
質
に
於
て
も
亦
三
位
一
体
な
る
を
承
認
せ
ざ
る
を
得

ず
（
（（
（

」
と
述
べ
、
三
位
一
体
の
立
場
に
立
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
横
井
は
「
日
本
人
民
の
徳
育
問
題
」
の
な
か
で
「
基
督
教
は
キ
リ
ス
ト
と
云
ふ
完
人
物
を

掲
げ
以
て
各
人
の
理
想
を
示
し
、
人
と
し
て
キ
リ
ス
ト
に
在
つ
て
宇
宙
の
上
帝
と
親
和
せ
し
む
可
し
（
中
略
（
基
督
教
と
は
キ
リ
ス
ト
を
信
し
て
宇
宙
の
神
と

親
和
し
此
信
仰
の
力
に
由
り
て
キ
リ
ス
ト
の
如
き
人
物
と
な
る
に
在
り
此
れ
実
に
基
督
教
の
生
命
に
し
て
其
他
は
有
て
も
善
し
無
く
て
も
善
し
（
（（
（

」
と
述
べ
、
キ

リ
ス
ト
が
人
で
あ
る
と
主
張
し
、
三
位
一
体
の
立
場
か
ら
離
れ
、「
自
ら
も
金
森
氏
と
同
一
の
意
見
を
抱
く
に
至
れ
る
を
曝
露
し
（
中
略
（
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
」

の
領
域
に
既
に
踏
み
込
ん
で
い
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
時
点
で
は
、
し
た
が
っ
て
、
横
井
は
『
六
合
雑
誌
』
の
編
集
長
と
し
て
は
、
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
的
立
場
と
正
統
的
な
立
場
の
両
方
の
記
事
を
掲
載
し
て
い

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
無
署
名
記
事
「
将
軍
ブ
ー
ス
氏
廃
人
利
用
策
」
を
執
筆
し
た
の
は
一
体
誰
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
明
治
二
四
年
二
月
発
行
『
六
合

雑
誌
』
そ
れ
自
体
に
は
何
の
手
懸
か
り
も
な
い
が
、
植
村
正
久
の
明
治
二
〇
年
代
初
期
の
履
歴
を
見
る
と
一
つ
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
と
い
う
の

は
、
植
村
は
「
明
治
二
一
年
の
春
か
ら
二
二
年
の
初
頭
に
か
け
て
約
九
か
月
あ
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
に
遊
学
（
（（
（

」
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
引
用
し
て
来
て
い
る
佐
波
亘
著
『
植
村
正
久
と
其
の
時
代
』
第
三
巻
、
第
一
四
節
「
福
音
新
報
」
に
お
い
て
『
日
本
評
論
』
第
二
号
（
明
治
二
三

年
三
月
（
掲
載
の
「
英
国
新
聞
記
者
ス
テ
ツ
ド
氏
」
と
題
さ
れ
た
植
村
の
文
章
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
氏
は
『
ペ
ル
メ
ル
・
ガ
ゼ
ツ
ト
』
新
聞
記
者
に
し
て
倫
敦
の
操
觚
社
会
に
声
名
甚
だ
高
し
殊
に
社
会
の
風
俗
を
改
良
し
婦
人
の
清
潔
を
増
進
す
る
等

の
事
業
に
付
て
は
世
の
攻
撃
罵
詈
権
家
貴
紳
の
嫌
悪
を
物
と
も
せ
ず
直
論
讜
議
し
て
大
に
貞
良
正
義
の
道
を
振
張
し
た
り
然
の
み
な
ら
ず
前
年
来
其
の
東

方
問
題
に
関
し
て
魯
西
亜
の
国
状
を
説
き
英
国
の
外
交
策
を
論
じ
た
る
な
ど
は
頗
る
世
人
の
注
意
を
喚
起
し
た
る
も
の
ゝ
如
し
然
る
に
氏
は
昨
年
の
暮
に

至
り
『
ペ
ル
メ
ル
』
社
を
辞
し
去
る
こ
と
ゝ
な
り
し
と
云
ふ
其
事
は
当
時
東
京
の
新
聞
紙
に
も
見
え
た
り
近
着
の
英
国
毎
週
新
聞
を
閲
す
る
に
曰
く
／
ス

テ
ツ
ド
氏
は
『
ペ
ル
メ
ル
・
ガ
ゼ
ツ
ト
』
新
聞
を
辞
し
て
別
に
『
評
論
の
評
論
』
な
る
一
新
聞
を
起
す
べ
し
氏
の
才
学
と
筆
力
と
を
以
て
す
る
事
ゆ
え
其

の
新
事
実
の
前
途
は
必
定
大
な
る
こ
と
な
ら
ん
（
中
略
（
或
る
人
（
原
注　

植
村
正
久
（
往
年
英
国
に
遊
び
一
夕
ス
テ
ツ
ド
氏
の
家
に
宿
泊
し
た
る
こ
と

あ
り
、
し
か
し
て
、
今
其
の
日
記
を
獲
た
れ
ば
、（
中
略
（
千
八
百
八
十
八
年
十
一
月
二
日
余
友
人
某
氏
と
打
ち
伴
て
、「
ペ
ル
メ
ル
・
ガ
ゼ
ツ
ト
」
の
記

者
ス
テ
ツ
ド
氏
を
訪
ふ
。
其
の
家
は
ロ
ン
ド
ン
を
距
る
こ
と
遠
か
ら
ず
、
ウ
イ
ン
ブ
ル
ド
ン
に
在
り
。
夜
の
六
時
頃
其
の
家
に
至
る
。
主
人
歓
待
至
ら
ざ
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る
所
無
く
、
其
の
人
に
接
す
る
、
毫
も
扁
幅
を
修
め
ず
、
実
に
平
民
の
友
な
り
と
見
ゆ
。
晩
餐
已
果
て
炉
辺
に
団
座
し
て
、
種
々
の
物
語
す
。
主
客
興
に

乗
じ
談
論
湧
く
が
ご
と
く
、
共
に
更
の
闌
る
を
忘
る
。（
原
注　

時
は
明
治
二
十
一
年
で
、
同
行
者
は
島
田
三
郎
（
（（
（

（」。

こ
の
ペ
ル
メ
ル
・
ガ
ゼ
ツ
ト
紙
の
記
者
で
あ
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
テ
ッ
ドW

illiam
 Stead

の
自
宅
に
一
泊
さ
せ
て
も
ら
っ
て
語
り
明
か
し
た
話
題
の
う

ち
、
キ
リ
ス
ト
教
に
関
し
て
、
同
紙
で
共
に
編
集
に
携
わ
っ
た
ジ
ョ
ン
・
モ
ル
レ
イ
の
言
動
と
し
て
、
植
村
は
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
ジ
ョ
ン
・
モ
ル
レ
イ
が
基
督
教
を
信
ぜ
ざ
る
は
、
其
の
説
く
所
、
此
の
世
界
の
実
状
に
比
べ
て
、
余
り
美
し
き
に
過
ぐ
る
も
の
あ
り
と
思
へ
ば
な
り
。

『
ペ
ル
メ
ル
・
ガ
ゼ
ツ
ト
』
の
編
輯
室
に
在
り
て
世
の
惨
悪
、
兇
暴
、
悲
哀
を
秘
め
た
る
事
実
の
報
に
接
す
れ
ば
、
彼
毎
に
嘆
息
し
て
曰
く
、
嗚
呼
果
敢

無
き
世
な
る
か
な
。
人
生
は
悲
哀
を
以
て
充
満
せ
り
。
慈
悲
愛
憐
の
神
あ
ら
ば
、
争
で
か
斯
の
ご
と
き
世
界
を
作
る
べ
き
と
。
是
れ
其
の
基
督
教
を
信
ぜ

ざ
る
所
以
な
り
。
ジ
ョ
ン
・
モ
ル
レ
イ
が
オ
ツ
ク
ス
フ
オ
ー
ド
の
大
学
に
在
り
し
は
、
ミ
ル
の
勢
ひ
日
の
出
の
若
く
な
り
し
こ
ろ
に
て
あ
り
き
。
彼
は
ミ

ル
の
不
信
説
に
感
化
せ
ら
れ
し
所
多
し
（
（（
（

」。

同
じ
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
植
村
は
ス
テ
ッ
ド
と
共
感
し
、
明
治
二
一
年
以
後
も
交
流
は
絶
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
明
治
二
四
年

当
時
『
六
合
雑
誌
』
は
横
井
時
雄
が
編
集
長
で
あ
っ
た
が
、
少
な
く
と
も
同
誌
の
創
始
者
の
一
人
で
あ
っ
た
植
村
を
通
し
て
、
欧
米
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
の

間
の
連
絡
は
常
に
取
ら
れ
て
い
た
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
さ
に
明
治
一
三
年
一
〇
月
の
創
刊
時
の
「
六
合
雑
誌
発
行
ノ
趣
意
」
で
は
こ
う
表
明

さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、「（
前
略
（
世
ニ
有
益
ナ
ル
論
文
記
事
ハ
博
ク
内
外
ノ
諸
大
家
ニ
計
リ
テ
之
ヲ
此
雑
誌
ニ
掲
載
シ
其
他
内
外
賢
哲
ノ
伝
及
ビ
歴
史
上

ノ
記
事
等
凡
ソ
風
教
ニ
裨
益
ア
リ
ト
認
ル
モ
ノ
ハ
博
ク
撰
テ
之
ヲ
採
リ
云
（々
（（
（

」。

植
村
の
文
章
の
「
ペ
ル
メ
ル
・
ガ
ゼ
ツ
ト
」
と
は T

he Pall M
all Gazette 

の
こ
と
で
あ
り
、
例
え
ば
そ
の
一
八
九
〇
年
一
〇
月
二
〇
日
付
（
七
九
八
三

号
（
に
は
「
社
会
の
救
世
主
と
し
て
の
救
世
軍
人
た
ち
（
（（
（

」
と
題
し
、
ブ
ー
ス
の
『
最
暗
黒
の
英
国
と
そ
の
出
路
』
に
関
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

以
上
二
種
の
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
説
に
関
す
る
調
査
を
こ
れ
ま
で
記
し
た
が
、
石
井
十
次
が
救
世
軍
の
こ
と
を
知
る
に
至
っ
た
経
路
と
し
て
は
他
に
も
あ

り
得
た
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
は
一
八
九
〇
年
（
明
治
二
三
年
（
一
一
月
に
日
本
に
到
着
し
、
翌
年
四
月
か
ら
「
松
江
に
於
て
、
働
を
始
め
た
（
（（
（

」
バ
ー
ク
レ

ー
・
バ
ッ
ク
ス
ト
ン
か
ら
得
た
と
思
わ
れ
る
救
世
軍
の
知
識
で
あ
る
。

ビ
・
ゴ
ッ
ト
フ
レ
ー
・
バ
ッ
ク
ス
ト
ン
著
『
信
仰
の
報
酬
』（
昭
和
二
九
年
（
に
は
「
松
江
は
日
本
の
南
西
海
岸
北
方
日
本
海
に
面
す
る
人
口
五
万
の
都
会
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で
あ
る
。
神
戸
を
立
つ
て
、
鉄
道
の
終
点
、
岡
山
に
着
い
た
。
こ
ゝ
か
ら
松
江
ま
で
は
、
あ
と
百
哩
を
自
転
車
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
（（
（

」
と
あ
り
、
ま
た

松
江
に
宣
教
師
と
し
て
赴
任
す
る
前
の
出
来
事
と
し
て
、「
バ
ー
ク
レ
ー
が
宣
教
師
や
日
本
の
婦
人
ら
に
授
け
て
い
た
バ
イ
ブ
ル
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
や
、
通
訳

付
で
日
本
人
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
や
未
信
者
に
し
て
い
た
説
教
が
、
忽
ち
に
し
て
凄
じ
い
感
動
を
も
た
ら
し
た
（
（（
（

」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
明
治
二
四
年
四
月
の
松

江
赴
任
以
前
に
、
鉄
道
の
終
点
で
あ
っ
た
岡
山
駅
に
初
め
て
下
車
し
、
松
江
に
向
け
て
旅
装
を
整
え
る
ま
で
の
期
間
に
バ
ー
ク
レ
ー
・
バ
ッ
ク
ス
ト
ン
が
岡
山

市
内
で
行
な
っ
た
通
訳
付
き
の
説
教
を
聞
き
、
彼
と
親
し
く
交
わ
っ
た
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
が
多
く
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
先
立
ち
石
井
十
次
は
自
ら
神
戸

ま
で
出
掛
け
て
、
三
月
二
六
日
に
は
バ
ッ
ク
ス
ト
ン
に
面
会
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
機
会
に
口
頭
で
石
井
は
バ
ッ
ク
ス
ト
ン
か
ら
ブ
ー
ス
の
救
世
軍
（
（（
（

に
つ
い
て

聞
い
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
、
ま
た
そ
れ
以
後
バ
ッ
ク
ス
ト
ン
が
岡
山
に
出
向
く
ご
と
に
親
交
を
深
め
て
い
た
と
想
像
す
る
こ
と
は
そ
れ
ぞ
れ
許
さ
れ
る
こ
と

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
岡
山
は
交
通
の
要
所
で
あ
っ
た
（
（（
（

。

三
、
ブ
ー
ス
大
将
著
『
最
暗
黒
の
英
国
と
そ
の
出
路
』
に
つ
い
て

一
言
で
評
す
れ
ば
、
一
八
九
〇
年
に
出
版
さ
れ
た
『
最
暗
黒
の
英
国
と
そ
の
出
路
』
は
決
し
て
単
な
る
救
世
軍
の
宣
伝
の
た
め
の
書
物
で
は
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
二
部
構
成
の
同
書
の
第
一
部
「
暗
黒
」
は
英
国
が
今
ど
う
い
う
症
状
を
呈
し
て
い
る
か
に
関
す
る
診
断
書
で
あ
り
、
第
二
部
「
救
出
」
は
救

世
軍
自
身
が
人
々
の
健
康
を
取
り
戻
す
た
め
に
ど
の
よ
う
な
薬
餌
を
処
方
し
て
来
た
か
の
経
過
（
（（
（

、
あ
る
い
は
こ
れ
か
ら
の
計
画
に
関
す
る
報
告
書
で
あ
っ
た
と

言
え
る
。
救
世
軍
そ
の
も
の
に
興
味
を
覚
え
な
い
人
で
あ
っ
て
も
、
同
書
が
問
題
と
す
る
一
九
世
紀
後
半
の
英
国
の
現
状
分
析
の
側
面
に
お
い
て
は
無
視
す
る

こ
と
の
出
来
な
い
重
要
な
出
版
物
で
あ
り
、
ま
さ
し
く
「
こ
れ
は
先
頃
欧
米
諸
国
で
評
判
に
な
っ
て
い
る
書
物
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

英
国
の
現
状
と
し
て
の
人
々
の
貧
困
、
そ
の
貧
困
に
対
処
す
る
援
助
の
あ
り
方
と
し
て
、
ブ
ー
ス
は
ど
う
語
っ
て
い
る
か
。
本
文
に
先
立
つ
序
文
に
お
い
て

は
、
人
々
を
取
り
巻
く
環
境
を
変
え
る
と
同
時
に
、
貧
困
に
陥
っ
て
い
る
そ
の
人
自
身
を
変
え
る
こ
と
が
必
要
だ
と
の
認
識
が
語
ら
れ
て
い
る
。
貧
困
に
苦
し

む
人
の
「
悪
し
き
習
慣
（
（（
（

」
を
変
え
ず
に
援
助
を
行
な
っ
て
も
、
人
は
貧
困
の
状
態
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
が
出
来
な
い
、
と
の
命
題
で
あ
る
。
救
世
軍
が
と
く
に
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問
題
視
す
る
「
悪
し
き
習
慣
」
と
は
飲
酒
で
あ
り
、
貧
困
か
ら
の
脱
出
方
法
と
は
禁
酒
で
あ
り
、
禁
酒
を
手
助
け
す
る
の
は
救
世
軍
と
い
う
組
織
の
力
と
い
う

こ
と
に
な
る
が
、
ブ
ー
ス
自
身
の
言
葉
を
引
用
す
れ
ば
、「
私
が
唯
一
つ
願
う
こ
と
は
（
中
略
（
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
通
し
て
の
聖
霊
の
力
に
よ
る
個
人
の

再
生
な
い
し
改
造
で
あ
る
（
（（
（

」。

そ
し
て
本
文
で
は
ま
ず
初
め
に
当
時
の
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
っ
た
暗
黒
大
陸
ア
フ
リ
カ
の
探
検
記
に
言
及
し
、「
最
暗
黒
の
英
国
に
は
、
最
暗
黒
の
ア
フ

リ
カ
と
同
様
に
、
マ
ラ
リ
ア
の
臭
気
が
漂
っ
て
い
る
（
（（
（

」
と
同
書
の
タ
イ
ト
ル
の
由
来
を
紹
介
し
、
第
一
部
第
一
章
「
な
ぜ
『
最
暗
黒
の
英
国
』
な
の
か
」、
第

二
章
「
極
貧
層
」、
第
三
章
「
ホ
ー
ム
レ
ス
」、
第
四
章
「
失
業
」、
第
五
章
「
奈
落
の
淵
で
」、
第
六
章
「
悪
し
き
も
の
」、
第
七
章
「
犯
罪
者
」、
第
八
章
「
零

落
し
た
人
た
ち
の
子
供
た
ち
」
そ
し
て
第
九
章
「
援
助
は
な
い
の
か
」
と
い
う
角
度
か
ら
貧
困
の
現
状
が
分
析
さ
れ
る
。

こ
れ
を
受
け
て
第
二
部
第
一
章
「
途
方
も
な
い
企
て
」、
第
二
章
「
救
助
へ
！―

都
市
植
民
地
」、
第
三
章
「
郊
外
へ
！―

農
村
植
民
地
」、
第
四
章

「
ニ
ュ
ー
・
ブ
リ
テ
ン―

海
外
植
民
地
」、
第
五
章
「
さ
ら
な
る
十
字
軍
」、
第
六
章
「
一
般
的
援
助
」、
第
七
章
「
為
し
得
る
の
か
、
か
つ
い
か
に
し
て
」
そ

し
て
第
八
章
「
実
際
的
結
論
」
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
先
に
記
し
た
よ
う
に
、
明
治
二
四
年
二
月
二
〇
日
に
石
井
十
次
が
読
ん
だ
と
『
日
誌
』
に
記
し

て
い
る
同
年
二
月
発
行
『
六
合
雑
誌
』（
第
一
二
二
号
（
掲
載
記
事
「
将
軍
ブ
ー
ス
氏
廃
人
利
用
策
」
に
関
し
て
言
え
ば
、『
最
暗
黒
の
英
国
と
そ
の
出
路
』
全

体
を
カ
バ
ー
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
当
該
記
事
の
な
か
で
表
題
の
「
将
軍
ブ
ー
ス
氏
廃
人
利
用
策
」
の
、
そ
の
「
廃
人
利
用
」
に
当
た
る
個

所
に
焦
点
を
絞
り
、
雑
誌
記
事
と
原
文
の
比
較
を
試
み
た
い
と
思
う
。

ま
ず
『
六
合
雑
誌
』
に
は
こ
う
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
氏
は
又
此
問
題
を
解
釈
す
る
の
主
眼
と
し
て
名
げ
て
曰
く
廃
人
利
用
、
此
世
は
神
の
世
界
に
し
て
廃
人
廃
物
あ
る
べ
き
に
あ
ら
ず
若
し
之
れ
を
利
用

す
る
の
道
を
発
明
す
る
を
得
ば
今
日
の
廃
人
廃
物
は
変
じ
て
国
家
に
大
用
を
為
す
も
の
と
な
ら
ん
仮
令
バ
コ
ー
ル
タ
ー
ル
な
る
も
の
ハ
各
製
造
場
の
汚
穢

物
に
し
て
其
始
末
に
於
て
尤
も
困
難
す
る
も
の
な
り
然
れ
ど
も
セ
ー
ミ
家
が
之
を
変
化
し
て
一
の
染
料
を
造
る
に
至
り
し
以
来
又
廃
物
に
非
ず
し
て
文
明

の
有
用
物
と
な
れ
り
云
（々
（（
（

」。

こ
れ
に
対
し
て
原
文
で
は
「
廃
人
廃
物
」
は
例
え
ば
こ
う
い
う
形
で
表
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
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「（
前
略
（
科
学
の
勝
利
は
廃
材
（w

aste m
aterial

（
利
用
と
大
き
く
関
係
し
て
い
る
の
で
、
私
は
こ
の
人
間
が
作
り
出
し
た
廃
棄
物
（w

aste 

hum
an product

（
利
用
の
な
か
で
実
現
さ
れ
る
役
立
つ
も
の
へ
の
望
み
を
失
う
こ
と
は
な
い
。
わ
が
国
の
製
造
業
者
に
は
呪
わ
し
き
薬
物
た
る
廃
棄
物

（refuse

（
は
、
化
学
者
の
手
で
扱
わ
れ
る
時
に
は
、
わ
れ
わ
れ
に
虹
の
色
相
に
愛
ら
し
さ
と
多
様
さ
に
お
い
て
匹
敵
す
る
染
料
を
供
給
す
る
材
料
で
あ

っ
た
。
も
し
科
学
の
錬
金
術
が
美
し
い
色
を
コ
ー
ル
タ
ー
ル
か
ら
抽
出
す
る
こ
と
が
出
来
る
な
ら
ば
、
神
の
錬
金
術
が
喜
び
と
輝
き
を
悩
め
る
心
か
ら
、

ま
た
暗
く
、
悲
し
く
、
愛
の
枯
渇
が
運
命
付
け
ら
れ
た
無
数
の
命
か
ら
、
引
き
出
す
こ
と
は
不
可
能
な
こ
と
な
の
か
（
（（
（

」。

「（
前
略
（
彼
は
と
く
に
非
組
織
労
働
力
（unorganised labour

（
の
編
成
の
責
任
を
帯
び
て
い
る
士
官
で
あ
り
、
常
時
警
戒
態
勢
を
取
り
、
そ
の
管

区
内
の
廃
棄
さ
れ
た
人
材
（w

aste hum
an m

aterial

（
の
最
良
の
利
用
策
を
考
量
し
て
い
る
（
（（
（

」。

「
そ
れ
ぞ
れ
の
家
に
対
し
て
は
、
雇
い
人
が
残
飯
（w

aste food

（
を
貯
め
て
お
く
こ
と
の
出
来
る
容
器
を
あ
る
便
利
な
場
所
に
置
い
て
お
い
て
構
わ

な
い
と
の
許
可
が
求
め
ら
れ
、
ま
た
同
様
に
何
ら
か
の
類
別
の
文
字
が
記
さ
れ
た
袋
が
紙
、
ぼ
ろ
（rags

（
そ
の
他
の
た
め
に
提
供
さ
れ
る
だ
ろ
う
（
（（
（

」。

「
現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
の
廃
棄
物
（w

aste

（
の
多
く
は
ご
み
た
め
に
捨
て
ら
れ
、
病
気
が
感
染
し
、
病
気
の
発
生
源
と
な
っ
て
い
る
（
（（
（

」。

「
わ
が
家
計
救
難
隊
を
、
前
述
の
通
り
、
ほ
と
ん
ど
の
資
材
（m

aterial

（
を
収
集
す
る
見
込
み
が
あ
る
い
ず
れ
か
の
管
区
内
で
、
最
初
、
組
織
化
す

る
際
に
は
、
わ
が
軍
服
を
着
用
し
た
収
集
人
た
ち
は
一
日
置
き
、
な
い
し
一
週
間
に
二
回
、
二
輪
の
手
押
し
車
で
、
あ
る
い
は
荷
馬
車
で
訪
問
す
る
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
厳
格
な
軍
律
の
も
と
に
あ
っ
て
、
人
員
登
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
う
し
た
こ
と
が
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
通
常
の
そ
う
し
た

訪
問
者
た
ち
が
時
と
し
て
犯
す
悪
用
を
防
ぐ
手
立
て
を
、
家
計
担
当
者
は
保
証
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
（（
（

」。

「
現
在
の
と
こ
ろ
、
多
少
と
も
不
安
定
な
生
活
の
な
か
で
不
定
期
に
訪
ね
て
来
る
屑
屋
（rag-and-bone m

an

（
は
、
用
心
深
い
主
婦
ら
に
は
疑
い
の
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目
で
見
ら
れ
て
い
る
。
彼
女
た
ち
は
彼
が
多
く
の
場
合
廃
品
（refuse

（
を
、
価
値
の
あ
る
何
か
を
見
つ
け
出
す
『
つ
ま
み
取
り
』
の
機
会
を
得
る
た
め

に
収
集
し
、
も
し
彼
が
恥
知
ら
ず
で
あ
っ
た
り
、
杜
撰
で
あ
っ
た
り
し
た
時
に
、
彼
女
た
ち
が
訴
え
る
こ
と
が
出
来
る
権
威
が
な
い
こ
と
を
恐
れ
て
い
る
。

わ
が
隊
の
も
と
で
な
ら
ば
、
各
管
区
は
そ
の
上
級
士
官
に
対
し
て
自
ら
服
従
す
る
人
員
登
録
さ
れ
た
士
官
が
所
属
し
て
お
り
、
こ
の
上
級
士
官
に
は
い
か

な
る
苦
情
も
寄
せ
ら
れ
得
る
の
で
あ
る
云
（々
（（
（

」。

「
こ
こ
で
私
に
は
ホ
テ
ル
料
理
の
食
べ
残
し
を
収
集
す
る
『
貧
者
の
幼
き
妹
た
ち
』
な
い
し
他
の
い
か
な
る
人
々
そ
し
て
他
の
慈
善
目
的
の
団
体
を
妨

害
す
る
つ
も
り
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
言
わ
せ
て
頂
き
た
い
。
私
の
目
的
は
私
の
隣
人
た
ち
の
領
域
を
荒
ら
す
こ
と
で
も
な
く
、
あ
れ
こ
れ
の
供
給
源
の

支
配
権
を
め
ぐ
る
ど
の
よ
う
な
争
い
の
一
方
の
当
事
者
に
な
る
つ
も
り
も
全
く
な
い
。
既
に
利
用
さ
れ
て
い
る
も
の
は
こ
と
ご
と
く
私
の
世
界
の
外
側
に

あ
る
も
の
と
看
做
し
て
い
る
。
征
服
さ
れ
て
い
な
い
廃
棄
物
（w

aste

（
の
未
開
地
は
、
わ
が
隊
の
作
戦
に
と
っ
て
十
分
に
広
い
（
（（
（

」。

「
わ
が
家
計
救
難
隊
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
る
食
物
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
大
部
分
人
間
が
消
費
す
る
た
め
に
使
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
点
に
は
最

大
限
の
注
意
が
払
わ
れ
、
残
り
物
は
、
も
し
可
能
な
ら
ば
、
は
し
け
に
よ
っ
て
河
を
下
り
、
農
村
植
民
地
に
送
り
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
云
（々
（（
（

」。

「
わ
れ
わ
れ
は
今
や
再
生
過
程
（regenerative process
（
の
第
三
に
し
て
最
終
の
段
階
に
到
達
す
る
。
海
外
植
民
地
で
あ
る
（
（（
（

」。

「
こ
の
計
画
に
対
し
て
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
も
う
一
つ
の
反
論
は
、
既
に
海
外
に
あ
る
植
民
者
ら
が
わ
が
国
の
廃
棄
さ
れ
た
労
働
力
（w

aste 

labour

（
の
彼
ら
の
国
へ
の
移
送
の
将
来
を
、
常
に
警
戒
心
を
抱
い
て
、
見
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
何
故
に
こ
の
誤
解
が
生
ず
る
の
だ
ろ
う

か
を
理
解
す
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
あ
る
が
云
（々
（（
（

」。

「（
前
略
（
こ
の
国
の
全
余
剰
人
口
（entire surplus population

（
の
移
送
は
可
能
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
時
の
進
展
と
共
に
、
人
々
自
身
に
と
っ
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て
、
こ
の
国
と
人
々
を
受
け
入
れ
る
国
と
に
と
っ
て
、
莫
大
な
利
益
が
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
（
（（
（

」。

「
い
か
な
る
移
民
（em

igrant

（
と
い
え
ど
も
、
人
柄
、
勤
勉
さ
、
ま
た
適
性
を
抜
き
に
し
て
、
移
民
者
が
負
担
す
る
費
用
が
支
払
わ
れ
る
外
国
か
ら

の
い
か
な
る
申
込
へ
の
応
答
と
し
て
送
り
出
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
（
（（
（

」。

以
上
原
文
か
ら
抜
粋
し
て
み
た
が
、
ブ
ー
ス
の
著
書
で
は
「
廃
棄
さ
れ
た
」（w

aste

（
と
い
う
用
語
は
、
人
間
の
活
動
の
結
果
と
し
て
排
出
さ
れ
る
「
廃

棄
物
」
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
る
場
合
と
、
そ
の
活
動
を
す
る
当
人
が
「
廃
棄
」
の
対
象
に
な
る
と
い
う
失
業
者
、
余
剰
人
口
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
る
場
合

の
、
そ
の
両
方
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
と
思
う
。
前
者
の
「
廃
棄
物
」
と
い
う
こ
と
で
は
、
今
日
言
う
と
こ
ろ
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
問
題
が
、
ま
た

循
環
社
会
の
問
題
が
一
九
世
紀
末
に
意
識
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
労
働
の
主
体
で
あ
る
人
間
に
つ
い
て
は
、
そ
の
「
再
生
過
程
」
と
し
て
国

内
の
都
市
植
民
地
、
農
村
植
民
地
、
海
外
の
植
民
地
へ
の
移
民
が
、
当
該
移
民
者
の
「
人
柄
、
勤
勉
さ
、
ま
た
適
性
」
を
含
め
て
、
構
想
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

知
る
こ
と
が
出
来
る
（
（（
（

。
こ
の
後
者
の
人
間
自
身
の
営
み
に
係
わ
る
側
面
を
「
廃
人
利
用
策
」
と
日
本
語
に
翻
訳
す
る
こ
と
に
は
、
抵
抗
を
覚
え
る
。
実
質
は
失

業
者
対
策
あ
る
い
は
弱
者
救
済
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
物
質
の
循
環
と
同
じ
用
語
、
同
じ
枠
組
で
社
会
現
象
、
そ
し
て
そ
れ
に
対
応
す
る
社
会
事
業
を
分

析
し
、
実
践
し
よ
う
と
す
る
方
法
論
を
、
ブ
ー
ス
の
『
最
暗
黒
の
英
国
と
そ
の
出
路
』
は
取
っ
て
い
た
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

石
井
は
そ
う
し
た
方
法
論
的
背
景
を
持
っ
た
ブ
ー
ス
の
書
物
を
山
本
徳
尚
に
訳
述
し
て
も
ら
い
、
前
記
の
明
治
二
四
年
二
月
発
行
『
六
合
雑
誌
』
の
「
将
軍

ブ
ー
ス
氏
廃
人
利
用
策
」
に
も
引
用
さ
れ
て
い
た
個
所
を
同
志
社
病
院
か
ら
の
退
院
も
間
近
か
な
明
治
二
五
年
五
月
二
八
日
の
日
誌
に
「
ブ
ー
ス
氏
救
貧
論
を

き
く
」
と
し
て
書
き
取
っ
て
い
た
。
山
室
軍
平
に
よ
る
筆
記
を
転
載
し
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
か
つ
て
読
ん
だ
『
六
合
雑
誌
』
の
記
事
の
こ
と
を
思
い
出
す

こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、

「
社
会
の
廃
民
を
救
助
す
る
は
猶
ほ
恰
も
化
学
者
が
廃
物
を
以
て
種
々
の
色
素
或
ひ
は
有
益
物
を
製
造
す
る
が
如
し
即
ち
之
れ
が
各
分
子
を
一
の
結
晶

体
と
し
て
組
織
す
る
に
あ
り
之
れ
を
一
の
組
織
体
と
し
て
運
動
す
る
時
は
実
に
易
々
と
し
て
成
就
す
べ
き
な
り
（
（（
（

」。

そ
う
記
す
石
井
は
〈
物
質
の
循
環
と
同
じ
用
語
、
同
じ
枠
組
で
社
会
現
象
、
そ
し
て
そ
れ
に
対
応
す
る
社
会
事
業
を
分
析
し
、
実
践
し
よ
う
す
る
方
法
論
〉
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を
こ
の
明
治
二
五
年
の
段
階
で
は
受
容
し
て
い
た
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
そ
れ
に
続
い
て
「
廃
人
利
用
貧
民
社
会
の
救
助
策
た
る
其
の
精
神
に
至
つ
て
は
即
ち

一
な
り
然
れ
ど
も
文
明
の
度
異
な
る
所
ろママ
の
英
国
と
我
邦
と
は
自
ら
其
の
方
法
に
異
な
る
と
こ
ろ
な
か
る
べ
か
ら
ず
／
予
が
曰ママ
今
の
救
貧
策
は
／
（
第
一
（
孤

児
院
を
設
立
し
て
之
れ
を
先
導
と
な
す
こ
と
／
（
第
二
（
孤
児
の
成
長
児
を
以
て
工
業
を
起
し
之
れ
に
商
業
を
付
帯
し
商
工
業
を
以
て
武
器
と
し
云
（々
（（
（

」
と
記

し
て
い
る
。
た
し
か
に
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
ブ
ー
ス
の
構
想
に
出
会
い
、
石
井
は
孤
児
救
済
に
自
己
限
定
を
し
、
そ
の
孤
児
に
関
し
て
「
商
工
業
を
以
て
武
器

と
し
」
と
の
方
針
を
明
治
四
〇
年
代
の
大
阪
事
業
に
至
っ
て
実
現
さ
せ
て
い
る
が
、
し
か
し
明
治
二
四
年
の
段
階
で
石
井
は
東
洋
救
世
軍
を
旗
上
げ
し
、
ブ
ー

ス
に
倣
わ
ん
と
し
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
孤
児
救
済
に
限
定
さ
れ
な
い
東
洋
救
世
軍
の
活
動
へ
の
注
目
が
、
本
稿
に
先
行
す
る
山
本
浩
史
論
文
（
（（
（

に
は
欠

け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

四
、
お
わ
り
に

宮
崎
県
児
湯
郡
木
城
町
所
在
の
石
井
十
次
資
料
館
の
所
蔵
図
書
の
な
か
に
、
英
文
で
記
さ
れ
た
次
の
一
冊
が
あ
る
。
表
題
はM

R. ISH
II A

N
D

 H
IS 

O
RPH

A
N

A
GE. A

 Japanese A
postle of Faith A

N
D

 H
IS A

SY
LU

M
 A

T
 O

K
A

Y
A

M
A

. By Jam
es H

. Pettee. Printed at the A
sylum

 

Press, O
kayam

a, Japan, （（（4.

で
あ
る
。
見
開
き
の
第
一
ペ
ー
ジ
に
は
筆
で
「
明
治
二
十
九
年
三
月
十
三
日　

甚
作　

呈
道
兄
百
田
孟
一
君
」
と
記
さ
れ

て
い
る
が
、「
甚
作
」
と
は
恐
ら
く
著
者
ペ
テ
ー
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ネ
ー
ム Jam

es

の
漢
字
表
記
の
署
名
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
の
贈
呈
の
宛
名
書
き
の
次
の
ペ
ー
ジ
に
は
石
井
十
次
一
家
の
写
真
が
左
側
に
、
そ
の
右
側
に
先
の
表
題
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
が
、
石
井
十
次
資
料
館
の
当

該
所
蔵
図
書
に
は
そ
の
写
真
の
下
に
手
書
き
の
文
字
でM

R.ISH
II  &

 FA
M

ILY
 

と
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
と
同
一
の
写
真
が
ロ
ン
ド
ン
の
救
世
軍
資
料
館

が
所
蔵
す
る
救
世
軍
機
関
誌 A

LL T
H

E W
O

RLD

に
は
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て M

r. Ishii &
 Fam

ily

で
は
な
く
、A

 T
ypical Japanese Fam

ily 

と

記
さ
れ
て
、
そ
の
第
二
一
巻
一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
三
（
五
月
号
三
〇
三
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

一
八
九
四
年
（
明
治
二
七
（
に
岡
山
孤
児
院
で
印
刷
さ
れ
た
本
文
五
五
ペ
ー
ジ
の
英
文
冊
子M

R. ISH
II A

N
D

 H
IS O

RPH
A

N
A

GE

が
も
し
日
本
の
救

― （（（（0）―
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世
軍
か
ら
ロ
ン
ド
ン
の
救
世
軍
本
営
に
送
り
届
け
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
日
本
の
救
世
軍
の
活
動
報
告
の
一
つ
と
し
て
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
、
実
際
ロ
ン

ド
ン
の
救
世
軍
資
料
館
の
日
本
関
係
所
蔵
資
料
の
な
か
に
は
、
私
が
二
〇
一
〇
年
一
一
月
に
調
査
し
た
際
に
は
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
と
は
言
え
、
本
稿
で

は
同
英
文
冊
子
が
岡
山
か
ら
ロ
ン
ド
ン
に
送
ら
れ
て
い
た
か
否
か
は
問
う
事
柄
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
石
井
十
次
一
家
の
写
真
は
少
な
く
と
も
当
時
の
救
世

軍
本
営
に
と
っ
て
、
そ
の
機
関
誌
に
お
け
る
日
本
紹
介
の
記
事
の
な
か
で
、
ま
さ
に
日
本
を
紹
介
す
る
「
典
型
的
な
日
本
人
の
家
族
」
と
し
て
扱
わ
れ
る
存
在

で
あ
っ
た
、
と
い
う
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

ロ
ン
ド
ン
の
救
世
軍
本
営
に
と
っ
て
重
要
で
あ
っ
た
の
は
、
日
本
の
救
世
軍
の
指
導
者
山
室
軍
平
（
（（
（

で
あ
り
、
日
本
の
救
世
軍
の
活
動
を
支
援
す
る
男
爵
渋
沢

栄
一
（
（（
（

で
あ
り
、
陸
軍
元
帥
大
山
巌
（
（（
（

で
あ
っ
た
こ
と
をA

LL T
H

E W
O

RLD
 

の
記
事
か
ら
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
同
誌
上
で
渋
沢
、
大
山
は
救
世
軍
の

「
友
」
の
一
人
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
は
山
室
軍
平
が
ち
ょ
う
ど
海
外
出
張
中
（
（（
（

の
出
来
事
で
あ
っ
た
が
、
明
治
四
二
年
六
月
一
四
日

に
岡
山
孤
児
院
大
阪
事
務
所
に
日
本
救
世
軍
司
令
官
ホ
ッ
ダ
ー
少
将
よ
り
書
面
が
届
き
、「
東
洋
救
世
軍
」
に
関
し
て
「
救
世
軍
以
外
の
名
義
を
付
せ
ら
れ
ん

こ
と
を
（
（（
（

」 

求
め
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
東
洋
救
世
軍
と
い
う
名
称
は
、
前
記
の
よ
う
に
山
室
の
、
石
井
に
対
す
る
追
悼
の
辞
に
も
石
井
の
履
歴
に
係
わ
る
事
柄
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
っ
て
、
少
な
く
と
も
山
室
自
身
は
石
井
を
救
世
軍
の
「
軍
友
」
と
呼
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
事
情
が
、
山
室
の
友
情
を
越
え
て
広
く
当
時
の
日
本

の
救
世
軍
全
体
に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
か
も
知
れ
な
い
が
、
歴
史
的
事
情
と
い
う
こ
と
で
言
え
ば
、
逆
に
石
井
と
東
洋
救
世
軍
に
関
し
て
は
北
ア
メ
リ

カ
の
救
世
軍
に
よ
っ
て
そ
れ
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
は W

A
R CRY

. A
n O

ffi
cial Gazette of  T

he Salvation A
rm

y Pacific 

Coast Edition. N
o.（（（. San Francisco, M

ay （（, （（（4, p.（ 
に
掲
載
の
記
事 JA

PA
N

. A
 Sketch of J. Ishii, H

is O
rphanage and N

ative 

“Salvation A
rm

y ”

の
な
か
で
読
む
こ
と
が
出
来
る
。
そ
の
一
節
を
訳
出
し
よ
う
。『
ウ
ォ
ー
・
ク
ラ
イ
』（
太
平
洋
沿
岸
版
（
の
記
事
で
あ
る
。
ま
ず
編
集

人
の
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「（
前
略
（
救
世
軍
の
名
声
が
日
本
に
到
達
し
、
こ
れ
に
倣
っ
た
運
動
が
岡
山
孤
児
院
の
若
者
た
ち
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
で

そ
の
指
導
者
と
彼
の
業
績
に
つ
い
て
説
明
し
よ
う
。
救
世
軍
の
思
想
は
日
本
人
の
精
神
を
見
事
に
捉
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
先
遣
隊
が
新
ら
た
な
戦

場
に
到
達
す
る
時
に
、
神
が
彼
ら
に
人
々
の
心
を
与
え
ら
れ
ん
こ
と
を
祈
り
願
わ
せ
た
ま
え
（
（（
（

」。

― （（（（（）―



こ
の
編
集
人
の
言
葉
に
続
き
、
一
八
九
三
年
八
月
二
五
日
付
の
岡
山
孤
児
院
石
井
十
次
か
ら
の
手
紙
（
小
野
田
鉄
彌
に
よ
る
英
訳
（
（（
（

（
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、

「
シ
ャ
ー
ウ
ッ
ド
様
／
主
に
よ
る
親
愛
な
る
兄
弟
よ
、
私
は
あ
な
た
の
親
切
な
る
御
手
紙
を
大
い
な
る
感
謝
の
念
と
共
に
拝
受
致
し
ま
し
た
。
私
は
私

ど
も
の
小
さ
き
軍
に
つ
い
て
以
下
の
説
明
を
あ
な
た
に
申
し
述
べ
ま
す
。
す
な
わ
ち
、『
東
洋
救
世
軍―

そ
の
小
史
』
で
す
。
／
一
八
九
一
年
二
月
二

五
日
は
主
の
日
で
し
た
。
そ
の
日
私
は
主
の
広
大
無
辺
の
栄
光
と
愛
に
よ
っ
て
格
別
に
動
か
さ
れ
、
こ
の
岡
山
の
地
で
福
音
の
説
教
に
関
す
る
何
百
も
の

一
枚
摺
り
の
ビ
ラ
や
小
冊
子
を
日
曜
日
ご
と
に
配
る
と
い
う
計
画
に
導
か
れ
ま
し
た
。
当
時
私
の
下
に
は
一
四
〇
名
の
子
供
た
ち
が
お
り
ま
し
た
。／（
中

略
（
私
ど
も
が
一
六
〇
〇
枚
の
説
教
文
を
初
め
て
印
刷
し
た
の
は
二
月
二
五
日
で
し
た
。
次
の
日
曜
日
、
三
月
一
日
で
す
が
、
男
女
合
わ
せ
て
三
〇
人
の

子
供
た
ち
か
ら
成
る
私
ど
も
の
小
さ
な
救
世
軍
は
、
何
百
発
の
弾
丸
（
説
教
文
（
を
携
え
精
神
的
な
戦
闘
に
出
向
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
私
ど
も
が
戦
っ
た

初
陣
で
あ
り
、
私
ど
も
の
救
世
軍
の
端
緒
で
し
た
。
／
そ
れ
以
後
日
曜
日
ご
と
に
私
ど
も
の
一
団
は
戦
闘
に
出
陣
し
ま
し
た
。
同
じ
年
の
一
〇
月
二
〇
日

に
は
高
梁
教
会
記
念
祭
が
あ
り
ま
し
た
が
、
同
教
会
は
創
立
一
〇
年
だ
っ
た
の
で
す
。
高
梁
は
備
中
の
小
都
市
で
、
岡
山
か
ら
は
三
〇
マ
イ
ル
の
距
離
で

し
た
。
と
て
も
良
い
機
会
で
し
た
の
で
、
二
〇
〇
〇
発
の
弾
丸
を
携
え
て
同
地
に
出
向
き
ま
し
た
。
私
ど
も
は
一
週
間
滞
在
し
、
主
の
旗
の
下
い
く
つ
か

の
や
り
方―

路
傍
伝
道
、
説
教
文
の
配
布
そ
し
て
個
人
的
な
や
り
と
り―

で
数
日
間
戦
闘
し
ま
し
た
。
こ
の
小
さ
な
町
は
完
全
に
興
奮
の
る
つ
ぼ
で
し

た
。
そ
の
機
会
に
は
当
地
岡
山
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
学
生
た
ち
数
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
／
こ
の
時
か
ら
私
ど
も
の
軍
は
東
洋
救
世
軍
と
の
名
で

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（
後
略
（
（（
（

（」。

こ
の
『
ウ
ォ
ー
・
ク
ラ
イ
』（
太
平
洋
沿
岸
版
（
の
一
節
は
、
ま
さ
に
本
稿
「
一
、
は
じ
め
に
」
で
紹
介
し
た
明
治
二
四
年
一
一
月
一
二
日
発
行
『
福
音
新

報
』
第
三
五
号
掲
載
の
「
高
梁
教
会
十
年
期
祝
会
」
の
記
事
の
内
容
と
合
致
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
「
十
年
期
祝
会
」
が
石
井
十
次
の
岡
山
孤
児
院
の
対
外

的
活
動
が
「
東
洋
救
世
軍
と
の
名
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
」
な
る
第
一
の
機
会
で
あ
り
、
続
い
て
第
二
の
機
会
が
訪
れ
た
。
同
じ
石
井
十
次
か
ら
の
手
紙
は
こ
う

述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
私
に
は
よ
り
大
き
な
業
績
を
準
備
す
る
こ
と
が
素
晴
ら
し
き
神
の
節
理
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
一
〇
日
も
過
ぎ
ぬ
間
に
わ
が
国
の
中
部
地
方
に

恐
ろ
し
い
地
震
が
あ
り
ま
し
た
。
岐
阜
と
愛
知
に
被
害
を
も
た
ら
し
た
地
震
が
起
き
た
の
は
一
八
九
一
年
一
〇
月
二
八
日
の
こ
と
で
し
た
。
想
定
さ
れ
る

― （7（（（）―
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震
源
地
か
ら
何
マ
イ
ル
も
の
距
離
で
無
傷
の
家
屋
を
発
見
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
ほ
ど
に
悲
惨
な
も
の
で
し
た
。
何
千
も
の
男
女
が
生
き
埋
め
と
な
り
、

焼
死
し
ま
し
た
。
か
く
て
こ
の
国
は
、
大
変
ひ
ど
く
打
ち
の
め
さ
れ
ま
し
た
。
／
こ
の
大
変
に
悲
し
む
べ
き
ニ
ュ
ー
ス
が
私
ど
も
の
耳
に
届
い
た
の
は
一

一
月
一
日
で
し
た
が
、
そ
の
時
私
ど
も
は
日
曜
学
校
を
開
い
て
お
り
ま
し
た
。
日
曜
学
校
を
終
え
て
か
ら
、
私
ど
も
は
祈
り
あ
る
い
は
ま
た
瞑
想
の
場
所

と
し
て
使
っ
て
い
る
墓
地
に
移
動
し
、
主
の
導
き
を
静
か
に
祈
り
ま
し
た
。
主
は
私
の
祈
り
の
な
か
で
私
に
救
助
基
金
の
た
め
の
募
金
に
出
掛
け
る
決
意

を
促
し
た
の
で
す
（
（（
（

」。

こ
の
一
節
も
、
本
稿
「
一
、
は
じ
め
に
」
で
紹
介
し
た
明
治
二
四
年
度
『
石
井
十
次
日
誌
』
巻
頭
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
、
岡
山
日
報
に
載
っ
た
「
岡
山
孤
児

院
内
東
洋
救
世
軍
」
の
「
岐
阜
愛
知
等
震
害
地
孤
児
義
捐
金
」
報
告
書
と
合
致
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。

以
上
本
稿
は
明
治
二
四
年
、
二
五
年
当
時
の
石
井
十
次
と
救
世
軍
の
関
係
に
限
っ
て
議
論
を
し
て
来
た
。
明
治
二
九
年
度
『
石
井
十
次
日
誌
』
一
〇
月
三
日

の
個
所
に
は
日
本
救
世
軍
司
令
官
と
し
て
「
全
権
を
余
に
託
せ
ば
云
（々
（（
（

」
と
い
っ
た
個
所
、
ま
た
明
治
三
五
年
度
『
石
井
十
次
日
誌
』
三
月
一
九
日
の
個
所
に

は
「
救
世
軍
は
も
は
や
旧
き
酒
と
な
れ
り　

彼
等
は
日
本
魂
を
救
ふ
こ
と
能
は
ざ
る
可
し
（
（（
（

」
と
あ
り
、
こ
れ
ら
の
発
言
に
関
し
て
は
ま
た
別
の
資
料
に
基
づ
く
、

別
の
考
察
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

注
（
（
（
ロ
ン
ド
ン
の
救
世
軍
資
料
館
と
は
、T

he Salvation A
rm

y International H
eritage Centre, W

illiam
 Booth College 

の
こ
と
で
あ
り
、
所
在
地
はD

enm
ark H

ill, 
London SW

（ （BG, U
K

 

で
あ
る
。

（
（
（PU

BLICIT
Y

 BRO
CH

U
RE–JA

PA
N

 T
ERRIT

O
RY

.

（
（
（
慶
應
義
塾
大
学
三
田
図
書
館
が
所
蔵
す
る
原
本
の
奥
付
に
相
当
す
る
個
所
に
は IN

 D
A

RK
EST

 EN
GLA

N
D

 A
N

D
 T

H
E W

A
Y

 O
U

T
–BY

 GEN
ERA

L BO
O

T
H

-
CH

ICA
GO

: LA
IRD

 &
 LEE, PU

BLISH
ERS （（（0 

と
あ
り
、
何
月
の
出
版
か
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
そ
の
序
文
の
最
後
にW

ILLIA
M

 BO
O

T
H

. 
IN

T
ERN

A
T

IO
N

A
L H

EA
D

Q
U

A
T

ERS O
F T

H
E SA

LV
A

T
IO

N
 A

RM
Y

, LO
N

D
O

N
, E.C., O

CT
O

BE
R

, （（（0. 

と
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
一
八
九
〇
年
秋
の

出
版
と
し
た
。

（
4
（
明
治
二
五
年
度
『
石
井
十
次
日
誌
』（
石
井
記
念
友
愛
社
、
昭
和
三
五
年
（
一
二
六
ペ
ー
ジ
。

― （（（（7）―



（
（
（
同
右
、
一
三
〇
ペ
ー
ジ
。

（
（
（
同
右
、
一
三
九
ペ
ー
ジ
。

（
7
（
山
室
軍
平
『
石
井
十
次
君
』（
高
鍋
町
立
図
書
館
、
昭
和
五
八
年
（
二
ペ
ー
ジ
。
な
お
山
室
に
関
し
て
は
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
編
『
山
室
軍
平
の
研
究
』（
同
朋
舎
、

一
九
九
一
年
（、
ま
た
『
山
室
軍
平―

日
本
の
説
教
（
』（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
出
版
局
、
二
〇
〇
三
年
（
へ
の
朝
野
洋
の
「
解
説
」
参
照
。

（
（
（
明
治
二
五
年
度
『
石
井
十
次
日
誌
』
一
五
五
ペ
ー
ジ
。

（
（
（『
聖
書
之
友
月
報
』（
第
三
八
号
（
一
〇
～
一
二
ペ
ー
ジ
。

（
（0
（『
六
合
雑
誌
』（
第
一
二
二
号
（
三
九
～
四
二
ペ
ー
ジ
。

（
（（
（
明
治
二
四
年
度
『
石
井
十
次
日
誌
』
三
二
八
ペ
ー
ジ
。

（
（（
（
同
右
、
三
四
六
ペ
ー
ジ
。

（
（（
（『
福
音
新
報
』（
第
三
五
号
（
五
～
六
ペ
ー
ジ
。
な
お
、
こ
の
『
福
音
新
報
』
に
は
石
井
の
東
洋
救
世
軍
に
関
し
て
、
続
く
第
三
六
号
（
明
治
二
四
年
一
一
月
二
〇
日
（、
第

三
八
号
（
同
年
一
二
月
四
日
（、
第
三
九
号
（
同
年
一
二
月
一
一
日
（
に
お
い
て
も
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
高
梁
教
会
十
年
期
祝
会
の
続
報
と
し
て
は
「（
明
治

二
四
年
一
〇
月
（
二
三
日
は
仝
じ
く
会
堂
に
於
て
岡
山
英
語
学
校
生
徒
と
仝
孤
児
院
孤
児
の
演
説
会
を
夜
七
時
よ
り
開
き
十
一
時
に
閉
づ
四
時
間
の
長
演
説
な
る
も
聴
衆
は

倦
ま
ず
厭
は
ず
謹
聴
せ
し
は
驚
く
べ
き
の
こ
と
な
る（
中
略
（当
市
人
民
の
感
動
さ
れ
し
は
此
度
程
大
な
る
は
な
か
り
き
実
に
東
洋
救
世
軍
の
功
ま
た
著
し
と
云
ふ
べ
し
」（
第

三
六
号
、
四
ペ
ー
ジ
（、「
関
西
各
地
救
済
に
関
す
る
一
般
の
感
情
は
非
常
な
る
者
の
由
に
て
岡
山
孤
児
院
の
如
き
は
震
災
地
の
報
達
す
る
や
直
ち
に
例
の
救
世
軍
を
組
織
し

て
刷
物
を
配
布
し
義
捐
金
を
募
集
し
た
る
が
是
れ
が
為
め
大
に
同
地
の
人
心
を
動
か
し
日
を
出
で
ず
し
て
千
円
余
の
金
を
得
ら
れ
た
り
云
々
」（
第
三
八
号
、五
ペ
ー
ジ
（、「
其

後
岡
山
孤
児
院
よ
り
は
東
洋
救
世
軍
に
属
す
る
青
年
二
人
来
り
て
震
災
孤
児
救
済
の
為
め
金
品
の
義
捐
を
求
め
教
会
の
兄
姉
大
に
力
を
尽
し
云
々
」（
第
三
九
号
、七
ペ
ー
ジ
（。

な
お
『
高
梁
教
会
一
二
〇
年
史
』（
二
〇
〇
二
年
（
に
は
、
こ
の
「
十
年
期
祝
会
」
に
つ
い
て
の
言
及
は
見
ら
れ
な
い
。

（
（4
（
山
室
軍
平
『
石
井
十
次
君
』
二
ペ
ー
ジ
。

（
（（
（
同
右
。

（
（（
（
島
貫
兵
太
夫
に
関
し
て
は
、『
と
き
の
こ
ゑ
』
復
刻
版
（
不
二
出
版
、
一
九
八
七
年
（
へ
の
室
田
保
夫
の
「
解
説
」（
二
ペ
ー
ジ
（
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
（7
（『
日
本
キ
リ
ス
ト
教
歴
史
大
事
典
』（
教
文
館
、
一
九
八
八
年
（
七
五
二
～
七
五
三
ペ
ー
ジ
。

（
（（
（
ホ
イ
ト
ニ
ー
夫
人
、
梶
夫
人
共
著
『
ド
ク
ト
ル
・
ホ
イ
ト
ニ
ー
の
思
ひ
出
』（
編
纂
兼
発
行
者 

ジ
ョ
ー
ジ
・
バ
ー
ナ
ム
・
プ
レ
ス
ウ
エ
ー
ト
、
発
行
元 

基
督
教
書
類
会
社
、

昭
和
五
年
（
一
〇
五
～
一
〇
六
ペ
ー
ジ
。
な
お
表
紙
の
上
部
に
は
次
の
英
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、REM

IN
ISCEN

CES O
F W

ILLIS N
O

RT
O

N
 

W
H

IT
N

EY
, M

.D
. By M

RS. M
.C. W

H
IT

N
EY

 A
N

D
 M

rs. 

〔sic

〕CLA
RA

 W
. K

A
JI 

。

（
（（
（
同
右
、
八
四
～
八
五
ペ
ー
ジ
。

― （（（（（）―
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（
（0
（
同
右
、
一
五
一
ペ
ー
ジ
。

（
（（
（『
日
本
近
現
代
人
名
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
（
六
一
九
ペ
ー
ジ
の
「
竹
越
与
三
郎
」
の
項
参
照
。

（
（（
（「
救
拯
軍
の
女
将
軍 

ブ
ー
ス
夫
人
伝
」、『
聖
書
之
友
月
報
』（
第
三
八
号
（
一
〇
ペ
ー
ジ
。

（
（（
（
同
右
。

（
（4
（
佐
波
亘
『
植
村
正
久
と
其
の
時
代
』（
教
文
館
（
第
三
巻
、
四
〇
四
～
四
〇
五
ペ
ー
ジ
。

（
（（
（
同
右
、
四
〇
八
～
四
一
〇
ペ
ー
ジ
。

（
（（
（
同
右
、
四
一
一
ペ
ー
ジ
。

（
（7
（
同
右
、
四
一
三
～
四
一
四
ペ
ー
ジ
。

（
（（
（「
将
軍
ブ
ー
ス
氏
廃
人
利
用
策
」、『
六
合
雑
誌
』（
第
一
二
二
号
（
一
一
ペ
ー
ジ
。

（
（（
（
同
右
、
六
ペ
ー
ジ
。

（
（0
（
雨
宮
栄
一
『
戦
う
植
村
正
久
』（
新
教
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
（
七
二
～
七
三
ペ
ー
ジ
。

（
（（
（
佐
波
亘
『
植
村
正
久
と
其
の
時
代
』
第
三
巻
、
四
六
二
～
四
六
三
ペ
ー
ジ
。

（
（（
（
同
右
、
四
六
四
～
四
六
五
ペ
ー
ジ
。

（
（（
（
同
右
、
四
二
五
ペ
ー
ジ
。

（
（4
（‘T

he Salvationist as Saviour of Society, ’ “T
he Pall M

all G
azette, ” London, England, M

onday, O
ctober （0, （（（0, Issue 7（（（.

（
（（
（
小
島
伊
助
訳
、
ビ
・
ゴ
ッ
ト
フ
レ
ー
・
バ
ッ
ク
ス
ト
ン
著
『
信
仰
の
報
酬
』（
発
行
人 

落
合
健
二
、
発
行
所 

バ
ッ
ク
ス
ト
ン
記
念
霊
交
会
、
昭
和
二
九
年
（
八
一
ペ
ー
ジ
。

な
お
同
書
序
言
一
ペ
ー
ジ
目
に
次
の
よ
う
に
原
著
が
英
文
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、T

H
E REW

A
RD

 O
F FA

IT
H

 in the life of BA
RCLA

Y
 FO

W
ELL 

BU
X

T
O

N
 （（（0-（（4（ by B.GO

D
FREY

 BU
X

T
O

N
 “he is a rew

arder of them
 that diligently seek him

” LU
T

T
ERW

O
RT

H
 PRESS LO

N
D

O
N

。

（
（（
（
同
右
。

（
（7
（
同
右
、
七
四
ペ
ー
ジ
。

（
（（
（
山
室
軍
平
『
私
の
青
年
時
代
』（
発
行
者 

救
世
軍
本
営
、
発
行
所 

救
世
軍
出
版
供
給
部
、
昭
和
四
八
年
（
一
一
〇
ペ
ー
ジ
に
、「
私
は
同
氏
（
バ
ッ
ク
ス
ト
ン
（
を
訪
問
し

た
際
、
そ
こ
で
始
め
て
、
英
国
救
世
軍
発
行
の“T

he W
ar Cry ” 

（
と
き
の
こ
え
（
を
見
た
の
を
覚
え
て
い
る
」
と
あ
る
。
同
様
な
経
験
を
石
井
十
次
も
し
て
い
た
の
で
は

な
い
か
。
な
お
、
バ
ッ
ク
ス
ト
ン
を
含
め
、
明
治
期
の
イ
ギ
リ
ス
人
の
宣
教
師
に
関
し
て
は H

elen Ballhatchet, British M
issionaries in M

eiji Japan, Britain &
 

Japan: Biographical Portraits, edited by Ian N
ish, Japan Library, （（（4, pp.（4-44 

を
参
照
。

（
（（
（
都
田
恒
太
郎
『
バ
ッ
ク
ス
ト
ン
と
そ
の
弟
子
た
ち
』（
バ
ッ
ク
ス
ト
ン
記
念
聖
会
、
昭
和
四
一
年
（
一
〇
一
ペ
ー
ジ
に
は
明
治
二
四
年
四
月
に
バ
ッ
ク
ス
ト
ン
が
松
江
に
赴

― （0（（（）―



任
し
た
当
時
「
神
戸
か
ら
松
江
に
行
く
に
は
、
山
陽
線
経
由
で
津
山
ま
で
行
き
、
人
力
車
で
、
今
日
の
伯
備
線
が
通
っ
て
い
る
道
を
行
き
、
中
国
山
脈
を
進
み
云
々
」
と
あ

る
が
、
岡
山
・
津
山
間
に
鉄
道
が
敷
か
れ
た
の
は
明
治
三
一
年
な
の
で
、
こ
の
都
田
の
記
述
は
誤
り
で
あ
る
。
岡
山
ま
で
山
陽
鉄
道
が
伸
び
た
の
が
明
治
二
四
年
三
月
で
あ
っ

て
、
当
時
バ
ッ
ク
ス
ト
ン
が
岡
山
に
て
下
車
を
強
い
ら
れ
た
こ
と
は
、
前
注
（
（（
（
の
通
り
で
あ
る
。

（
40
（
こ
の
点
に
係
わ
る
出
版
物
に
、W

illiam
 Booth, “T

w
enty-O

ne Y
ears ’ Salvation A

rm
y, ” London: International H

eadquarters, （（（（  

が
あ
る
。

（
4（
（General Booth, “In D

arkest E
ngland and W

ay O
ut, ” Chicago: Laird &

 Lee Publishers, （（（0, Preface p.（. 

な
お
手
元
に
あ
る
同
書
の
翻
刻
本
で

IndyPublish.com
, Boston, M

assachusetts 

に
よ
っ
て
二
〇
〇
七
年
に
出
版
さ
れ
て
い
る
版
は
正
確
な
翻
刻
と
は
言
え
ず
、
特
に
そ
の
序
文
に
は
原
本
に
は
あ
る
ペ
ー
ジ

数
の
記
載
が
欠
け
て
い
る
。
本
稿
で
は
序
文
の
個
所
か
ら
の
引
用
に
関
し
て
は
、
原
本
に
は
振
ら
れ
て
い
る
ペ
ー
ジ
数
をPreface

と
付
記
し
て
表
記
し
た
。
そ
う
し
た
付

記
が
な
い
ペ
ー
ジ
数
表
記
は
本
文
の
方
の
ペ
ー
ジ
数
表
記
で
あ
る
。
ま
た
同
書
の
翻
訳
と
し
て
は
山
室
武
甫
訳
『
最
暗
黒
の
英
国
と
そ
の
出
路
』（
出
版
者 

救
世
軍
本
営
、

発
行 

相
川
書
房
、
一
九
八
七
年
（
が
既
に
あ
る
が
、
本
稿
で
の
訳
文
は
拙
筆
に
よ
っ
た
。
し
か
し
同
訳
書
の
訳
者
解
説
に
は
、
本
稿
で
触
れ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
テ
ッ
ド
が

同
書
成
立
に
関
係
し
て
い
る
と
の
貴
重
な
情
報
も
記
さ
れ
て
お
り
、
参
照
さ
れ
た
い
。

（
4（
（Ibid., Preface p.（.

（
4（
（Ibid., p.（4.

（
44
（「
将
軍
ブ
ー
ス
氏
廃
人
利
用
策
」『
六
合
雑
誌
』（
第
一
二
二
号
（
四
〇
ペ
ー
ジ
。

（
4（
（General Booth, “In D

arkest E
ngland and W

ay O
ut, ” p.（（.

（
4（
（Ibid., p.（（4.

（
47
（Ibid., p.（（7.

（
4（
（Ibid.

（
4（
（Ibid., p.（（（.

（
（0
（Ibid.

（
（（
（Ibid.

（
（（
（Ibid., p.（（（.

（
（（
（Ibid., p.（4（.

（
（4
（Ibid., p.（44.

（
（（
（Ibid., p.（4（.

（
（（
（Ibid., p.（（（.

― （（（（4）―
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（
（7
（
都
留
信
夫
・
都
留
敬
子
訳
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ハ
ン
フ
リ
ー
ズ
著
『
か
ら
の
ゆ
り
か
ご―

大
英
帝
国
の
迷
い
子
た
ち―

』（
日
本
図
書
刊
行
会
、
一
九
九
七
年
（
に
「
こ

の
子
供
た
ち
は
慣
れ
親
し
ん
だ
も
の
、
く
つ
ろ
げ
る
も
の
、
よ
く
知
っ
て
い
る
も
の
、
こ
う
し
た
す
べ
て
か
ら
引
き
裂
か
れ
て
、
英
連
邦
諸
国
に
あ
る
諸
々
の
施
設
や
孤
児

院
の
欠
員
を
埋
め
る
た
め
に
、
地
球
を
半
周
し
て
連
れ
去
ら
れ
た
の
で
あ
る
。」
／
「
子
供
た
ち
は
そ
う
と
は
知
ら
ず
、
英
国
の
児
童
移
民
運
動
の
最
後
の
波
に
乗
っ
て
行
っ

た
の
で
あ
る
。
一
世
紀
か
そ
れ
以
上
も
の
間
、
バ
ー
ナ
ー
ド
博
士
学
園
、
救
世
軍
、
そ
の
他
キ
リ
ス
ト
教
諸
団
体
は
、
子
供
た
ち
を
貧
困
と
不
幸
か
ら
引
き
抜
い
て
外
地
の

子
供
の
家
に
送
り
出
し
て
き
た
の
だ
」（
七
八
ペ
ー
ジ
（
と
あ
る
。
移
民
者
の
「
人
柄
、
勤
勉
さ
、
ま
た
適
性
」
を
考
慮
す
る
と
い
う
ブ
ー
ス
の
主
観
的
意
図
は
そ
れ
と
し
て

評
価
し
た
い
。

（
（（
（
明
治
二
五
年
度
『
石
井
十
次
日
誌
』
一
四
六
ペ
ー
ジ
。

（
（（
（
同
右
。

（
（0
（
山
本
浩
史
「
石
井
十
次
の
内
面
に
お
け
る
『
廃
民
』『
殖
民
』
観
念
の
成
立
」、『
社
会
福
祉
学
』
第
四
九
巻
第
二
号
、
二
〇
〇
八
年
。

（
（（
（A

LL T
H

E
 W

O
R

LD
, V

ol. X
X

V
, N

o.（ A
ugust （（04 

に
掲
載
さ
れ
たFRO

M
 T

H
E U

T
T

ERM
O

ST
 EA

ST
 

と
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
あ
る
集
合
写
真
に
はStaff 

Captain Y
am

am
uro 

がColonel Bullard 

ら
と
並
ん
で
写
っ
て
い
る
。

（
（（
（FRIEN

D
S O

F T
H

E A
RM

Y
. ―

X
X

I. BA
RO

N
 SH

IBU
SA

W
A

, Ibid., V
ol. X

X
V

III, N
o.（, Septem

ber （（07, pp.4（（-4（（.

（
（（
（FRIEN

D
S O

F T
H

E A
RM

Y
. ―

LIII. M
A

RSH
A

L O
Y

A
M

A
, Ibid., V

ol. X
X

X
I, N

o.（, M
ay （（（0, pp.（（（-（（（.

（
（4
（『
と
き
の
こ
ゑ
』
第
三
二
八
号
（
明
治
四
二
年
八
月
一
五
日
発
行
（
八
ペ
ー
ジ
の
広
告
欄
に
「
山
室
中
佐
愈
々
帰
朝
す
／
約
半
歳
を
海
外
に
費
さ
れ
た
る
云
々
」
と
あ
る
。

（
（（
（
拙
稿
「
出
入
橋
と
愛
染
橋
の
明
治
四
二
年
か
ら
四
四
年―

岡
山
孤
児
院
大
阪
事
務
所
の
日
誌―

」、『
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
紀
要
社
会
科
学
』
第
一
四
号
（
二
〇
〇
三
年

度
（
一
四
ペ
ー
ジ
。
ま
た
拙
稿
「
岡
山
孤
児
院
大
阪
事
務
所
日
誌
を
翻
刻
し
て
」、『
石
井
十
次
の
残
し
た
も
の―

愛
染
園
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
一
〇
〇
年
』
石
井
記
念
愛
染
園

隣
保
館
、
二
〇
一
〇
年
、
二
一
九
ペ
ー
ジ
の
注
（
（
（
参
照
。

（
（（
（JA

PA
N

. A
 Sketch of J. Ishii, H

is O
rphanage and N
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な
お
『
鬨
声
』（
日
本
東
京
救
世
軍
本
営
（
明
治
二
九
年
六
月
二
〇
日
発
行
（
第
六
〇
号
（
第
一
ペ
ー
ジ
に
「
石
井
十
次
君
の
来
訪
」
の
記
事
が
あ
り
、
そ
の
な
か

に
石
井
が
明
治
「
二
四
年
の
暮
美
濃
尾
張
に
大
震
災
の
有
る
に
際
し
数
千
円
の
金
を
集
め
八
十
人
の
孤
児
を
ば
飢
寒
の
中
よ
り
救
ひ
云
々
」
と
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。

（
70
（
明
治
二
九
年
度
『
石
井
十
次
日
誌
』
三
二
六
ペ
ー
ジ
。

（
7（
（
明
治
三
五
年
度
『
石
井
十
次
日
誌
』
二
四
ペ
ー
ジ
。
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本
研
究
は
平
成
二
十
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
「
岡
山
孤
児
院
の
国
際
性
と
実
践
内
容
の
質
的
分
析
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」（
研
究
代
表
者
福
岡
県
立
大
学
教
授
細
井

勇
（
よ
り
研
究
補
助
を
受
け
た
。
ま
た
一
八
九
四
年
五
月
一
九
日
発
行
の
週
刊
誌
『
ウ
ォ
ー
・
ク
ラ
イ
』（
太
平
洋
沿
岸
版
（
に
つ
い
て
は
、
山
室
軍
平
記
念
救
世
軍
資
料
館

の
館
長
朝
野
洋
先
生
か
ら
そ
の
複
写
物
を
頂
戴
し
た
。
さ
ら
に
二
〇
一
〇
年
一
一
月
の
ロ
ン
ド
ン
の
救
世
軍
資
料
館
へ
の
出
張
調
査
に
際
し
て
は
、
日
本
国
軍
救
世
軍
本
営

伝
道
事
業
部
長
少
佐
樋
口
和
光
氏
、
ロ
ン
ド
ン
の
救
世
軍
資
料
館
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
た
る
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ス
ペ
ン
サ
ー
（Steven Spencer

（
氏
よ
り
ご
好
意
を
賜
っ
た
。

こ
こ
に
記
し
て
共
に
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
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明治日本における石井十次と救世軍に関する一考察


